
みなと眼行

③

ー

旧
閥
加
～
配
、
叩

（
土
日
祝
は
打
恥
釦
か
ら
）

月
曜
休

内
タ
コ
の
ご
ま

店の
ソ
ー
ス
サ
ラ

系み
ダ
、
め
ん
た

》
』極
い
豆
腐
、
里

獅
イ
モ
の
揚
げ

恥
出
し
、
え
び

を郡
の
唐
揚
ピ
リ

ォ
マ
ヨ
、
ネ
ー
ズ

和
な
ど
、
に
ぎ

や
か
な
ひ
と

と
き
に
ぴ
っ

ピ
ザ
と
パ
ス
タ
を
楽
し
む

「
モ
ン
ド
ー
ル
」

ピ
ザ
と
パ
ス
タ
が
メ
イ
ン
の
イ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
。
そ
れ
ぞ
れ
約
Ⅲ
種
の
メ
ニ
ュ

ー
が
あ
り
、
９
０
０
円
程
度
か
ら
。
蝿
く
の

は
値
段
に
対
し
て
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
。
ピ
ザ
は

な
ん
と
躯
叩
の
ク
リ
ス
ピ
ー
タ
イ
プ
、
パ
ス

タ
と
あ
わ
せ
て
注
文
す
れ
ば
、
ふ
た
り
で
食

べ
て
も
お
腹
が
い
つ
ぱ
い
に
な
り
そ
う
な
ほ

ど
。
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
戸
田
勝
之
さ
ん
が
つ

く
る
の
は
、
シ
ン
プ
ル
だ
け
れ
ど
素
材
の
味

を
ふ
ん
だ
ん
に
生
か
し
た
料
理
。
独
学
で
イ

タ
リ
ァ
ン
を
学
ん
だ
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
本

格
的
だ
。
ラ
ン
チ
は
ピ
ザ
ラ
ン
チ
ー
０
０
０

円
、
パ
ス
タ
ラ
ン
チ
８
０
０
円
な
ど
。

鋳轄
●●オーナーシェフの戸閉勝之さん一シェフの戸薗勝之さん（右）

きりもりするアットホームな店
のど

■
Ｂ
ｕ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
ｒ

神
戸
市
’
中
央
区
栄
町
通

２
，
３
‐
５
平
崎
ビ
ル
２
Ｆ

公
０
７
８
，
３
２
２
‐
１
３
３
１

洲
、
叩
～
酔
弛
叩

ラ
ン
チ
洲
“
叩
～
打
“
叩

無
休

■
モ
ン
ド
ー
ル

神
戸
市
中
央
区
中

山
手
通
２
‐
打
，
荊

冠
０
７
８
，
２
９
１
‐

０
８
１
１

担
皿
叩
～
科
酎
的

（
土
日
祝
は
幅
叩
叩

ま
で
）

さ
で
あ
り
な
が
ら
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
ス
タ
イ

リ
ッ
シ
ュ
な
イ
ン
テ
リ
ア
や
、
モ
ダ
ン
テ
イ

ス
ト
の
カ
ッ
プ
な
ど
小
物
類
の
セ
ン
ス
の
良

さ
に
力
の
い
れ
よ
う
を
感
じ
る
。
「
雨
宿
り

す
る
み
た
い
な
感
じ
で
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
オ
ー
ナ
ー
の
笹
岡
真

祐
さ
ん
。

蕊
画
唐
辛
子

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通

１
‐
型
‐
訂

Ｄ
Ｏ
Ｍ
ざ
北
野
２
Ｆ

公
０
７
８
，
２
６
１
，
１
０
０
８

打
卯
叩
～
型
諏
叩

第
１
．
２
日
曜
休

た
り
の
一
品
ば
か
り
。
お
す
す
め
は
黒
板
の

メ
ニ
ュ
ー
を
見
る
の
が
よ
い
。
ま
た
、
お
茶

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
そ
ば
茶
や
柿
茶
、

ジ
ャ
ス
ミ
ン
茶
を
用
意
。
ユ
ニ
ー
ク
な
茶
器

で
飲
む
こ
と
が
で
き
る
。
お
酒
を
飲
ま
な
い

人
に
は
も
ち
ろ
ん
、
食
後
の
一
杯
に
ぜ
ひ
ど

う
ぞ
の
２
０
０
円
。

栄
町
通
に
オ
ー
ブ
ン
の
イ
タ
リ
ア
ン

「
Ｂ
ｕ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
Ｌ

ト
ア
ウ
ェ
ス
ト
に
続
い
て
若
者
達
の
パ
ワ

ー
を
感
じ
る
海
岸
通
周
辺
。
ニ
ュ
ー
シ
ョ
ッ

プ
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
な
か
、
５
月
認
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
ダ
イ
ニ
ン
グ
カ
フ
ェ

「
Ｂ
ｕ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
ｒ
」
。
８
０
０
円
か
ら
の

辛
く
芯
い
け
ど
「
唐
辛
子
」

韓
国
料
理
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
系
を
想
像
し
て

し
ま
い
そ
う
な
店
名
だ
が
、
和
洋
ミ
ッ
ク
ス
、

な
ん
で
も
あ
り
の
創
作
料
理
が
ず
ら
り
。

「
す
べ
て
う
ま
い
が
モ
ッ
ト
ー
」
と
オ
ー
ナ

ー
の
小
田
哲
也
さ
ん
。
メ
ニ
ュ
ー
を
覗
け
ば
、

毒蕊
句へ

】ー｡

8０

_｡

☆ｼゼﾙ

－座

亙也

'１

』

④東淘睡行生田薪揃

＝声.４ｺ雇う琴，’’’一､

癒
し
の
フ
ル
ー
ツ
を
ど
う
ぞ

「
Ｃ
Ｉ
ｚ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
」

下
山
手
通
６
丁
目
、
披
済
会
病
院
近
く
に

あ
る
フ
ル
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
「
シ
ゼ
ル
」
。
甘

酸
っ
ぱ
い
香
り
が
店
内
い
つ
ぱ
い
に
広
が

る
。
市
場
に
あ
る
果
物
や
さ
ん
と
は
少
し
趣

が
違
っ
て
い
る
が
、
「
甘
い
ば
か
り
で
な
い
、

果
物
そ
の
も
の
が
も
つ
本
当
の
味
を
知
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
の
経
塚
義
弘
さ

ん
の
思
い
の
も
と
、
店
頭
に
並
ぶ
果
物
は
す

べ
て
選
び
抜
か
れ
た
厳
選
の
品
ば
か
り
だ
。

食
べ
て
み
る
と
、
ス
ー
パ
ー
で
売
ら
れ
て
い

る
味
の
薄
い
フ
ル
ー
ツ
と
は
断
然
に
違
う
こ

と
を
実
感
。
ぎ
ゅ
っ
と
つ
ま
っ
た
素
材
の
お

い
し
さ
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

「
体
に
や
さ
し
い
」
を
テ
ー
マ
に
ラ
ン
チ
も

実
施
。
新
鮮
な
フ
ル
ー
ツ
の
オ
ー
ド
ブ
ル
が

そ
の
場
で
味
わ
え
る
の
も
う
れ
し
い
。
温
野

菜
の
サ
ラ
ダ
、
ス
ー
プ
、
ト
ー
ス
ト
な
ど
が

つ
い
て
８
５
０
円
と
１
０
０
０
円
の
２
種
。

食事だけでなくインテリアも一見の価値あり

１円がのイとアノレはセチ数
ズ以１ほルしンなカツに種
ナ下０と。たをイジトケの
ブのＯん料ス中タユ、ｌラ
ルリOど理タ心リア夜キン

座画官

心
諏癖
祷
③

畦ザュデユヤ

¥

旬
の
果
物
の
ほ
か
ジ
ャ
ム
や
フ
ル
ー
ツ

ジ
ュ
ー
ス
も
豊
富

■
Ｃ
ｌ
Ｚ
Ｅ
Ｌ
Ｌ

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
６
‐
４
‐
、

公
０
７
８
’
３
７
１
１
７
８
８
８

９
”
釦
～
印
加
叩

日
曜
休

……=↓
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【
昌
一卜

日
本
料
理
一
‐
し
げ
松
」

嬢蝋

鳴

蜂雲霧鱈

■日本料理「しげ松」
神戸市中央区中山手通126-1
パッカスビル3階

壷078-272-0055

11：３０～１４：００１７：００～２２：００

(ラストオーダー2q30ウ日祝休
昼松花堂弁当5ｋ０００円､ミニ会屑訂１０００円より
夜「旬のおまかせ｣１５‘０００円より

り
日
本
料
理
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
皆
で

「
し
げ
松
」
さ
ん
に
行
く
こ
と
に
な
る
の

で
す
。お
玄
関
で
は
三
味
線
の
音
が
流
れ
て
い

た
り
、
適
当
な
と
こ
ろ
に
茶
花
が
飾
っ
て

あ
っ
た
り
し
て
、
本
当
に
ホ
ッ
と
す
る
空

間
が
あ
り
ま
す
。

茶
懐
石
を
い
た
だ
く
お
茶
室
も
い
く
つ

か
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
が
で

き
ま
す
。

「
し
げ
松
」
さ
ん
は
、
本
店
の
他
に
お
寿

司
の
「
花
み
ど
り
」
と
い
う
お
店
も
あ
り
、

さ
ら
に
こ
の
た
び
「
ひ
な
し
げ
」
と
い
う

看
板
で
、
一
見
居
酒
屋
風
の
お
店
も
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

お
忙
し
い
な
か
、
六
甲
に
お
料
理
教
室

も
設
け
ら
れ
て
、
一
般
の
方
々
に
日
本
料

理
の
よ
さ
を
伝
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

だ
か
ら
私
は
「
し
げ
松
」
さ
ん
こ
そ
、

神
戸
の
日
本
料
理
の
第
一
人
者
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

雷

若
柳
吉
金
吾

右よりご主人の重松良三さん、筆者、奥さん

文
月
に
入
り
ま
す
と
「
三
都
物
語
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
京
阪
神
そ
れ
ぞ
れ
の

都
市
で
夏
祭
り
が
続
き
ま
す
。

と
り
わ
け
京
都
の
祇
園
祭
は
有
名
で
、

京
都
に
参
り
ま
す
と
、
コ
ン
チ
キ
チ
と
い

う
祇
園
唯
子
が
鳴
り
、
町
中
祭
り
一
色
に

な
り
ま
す
。

祇
園
祭
と
い
え
ば
「
鰐
（
は
も
）
」
と

い
う
の
が
昔
か
ら
の
習
い
で
、
膿
の
湯
引

き
、
焼
き
し
め
造
り
、
焼
き
物
、
ぼ
た
ん

鰐
等
、
い
ろ
い
ろ
な
お
料
理
法
で
楽
し
め

ま
す
。先
日
、
「
し
げ
松
」
さ
ん
に
伺
っ
て

「
鰐
す
き
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

が
ま
た
今
ま
で
の
も
の
と
違
っ
て
、
た
く

さ
ん
の
玉
葱
を
柔
ら
か
く
形
が
く
ず
れ
る

ほ
ど
出
し
汁
で
煮
て
、
そ
の
上
に
骨
切
り

を
し
た
鰐
を
乗
せ
、
ス
キ
ヤ
キ
風
に
と
き

卵
を
つ
け
て
食
べ
る
お
料
理
で
す
。

鰐
の
お
い
し
さ
は
勿
論
で
す
が
、
と
り

わ
け
玉
葱
の
味
が
素
晴
ら
し
く
、
す
っ
か

り
大
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

「
し
げ
松
」
さ
ん
の
お
料
理
は
、
ひ
と
つ

（
邦
舞
家
）

ひ
と
つ
の
料
理
に
力
と
い
う
か
存
在
感
が

あ
り
、
飾
り
立
て
て
は
い
な
い
の
で
す
が

見
た
目
も
美
し
く
季
節
感
、
満
足
感
の
あ

る
お
料
理
を
出
さ
れ
ま
す
。

私
は
も
と
も
と
板
前
料
理
が
好
き
な
の

で
、
こ
こ
で
も
ご
主
人
の
手
際
の
よ
さ
を

見
な
が
ら
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
い
た
だ
く
こ

と
が
多
く
、
美
し
い
奥
さ
ん
の
お
話
の
お

も
て
な
し
と
と
も
に
大
満
足
で
店
を
出
ま

す
。
私
ど
も
の
家
で
は
、
毎
年
、
土
用
の
い

ち
ば
ん
暑
い
頃
「
土
用
稽
古
」
を
い
た
し

ま
す
。ク
ー
ラ
ー
も
切
っ
て
、
暑
い
稽
古
場
で
、

汗
を
流
し
な
が
ら
力
い
っ
ぱ
い
踊
る
の
で

す
。
頭
の
中
ま
で
汗
い
っ
ぱ
い
で
、
そ
の

あ
と
さ
っ
ぱ
り
と
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
、

さ
あ
何
か
食
べ
に
…
と
い
う
と
き
、
や
は

爽やかな季節感を運んでくれる、旬の会席料理（左より鯉すき、夏

野菜の煮こごり、魚そうめん）
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キャストはイソップに平野拓、松村建也、森もりこ他

○
口

＝且こうぞう

Ⅷ

神Ｆ映画ｻー ｸﾙ協議会50周年記罵端別企画塔い映画H胃家からのメッセージ，

lRlEMAm駕嘗醗豊'こう｣／｢ﾅビｲの恋」監督中江裕司

実力派新人監督・塩田明彦は「どこまでもいこう」で、郊外のニュータ

ウンに住むワルガキ･アキラと光一の10歳の友情、裏切り、別れを描く。

男子ってバカだよねーと女の子に言われても、これぞ“今をいきる'’２

人の男たちの生きざまである。もう１本は、沖縄を舞台に唄い、踊り、

そして恋する「ナビィの恋」（中江裕司監督)。「シネ・フロント」誌編

集長木崎敬一郎氏と映画ジャーナリスト大高宏雄氏の対談も｡

冨
○
口
固

○

…ﾂﾄブﾚゼﾝF三

○
○

~･踊届室か.._勇二

鐘
自分が自分になる10歳の春
「どこまでもいこう」

＝＝屍二一

B／2５（金）①１１：ロロ②１４：ｓｏ③1Ｂ：ＯＯＢ／巳Ｂ（土）①１１：ＯＯ②1ｓ２１ｓ
神戸朝日ホール（大丸から東へ5□、）

前売１３，０円当日１５□0円小学生・身障者・シニア当日１１００円
神戸映画サークル協議会壷O7B-BB1-RRRR Ｈ

ロ
酎
誠
ご
甑

Ａﾚﾄﾛな地下空間に作品を展示してみませんか？
ＳＴＯＷＮＡＲＴＳ'作品公募ＲＴ

神戸高速・西元町駅西出口にある「6TOWN食堂街」は、１３店中２

店だけが営業を続けているというレトロな地下街。その空間を

｢6TOWNARTSi」と称し、１カ月に１度、芸術家の空間利用を公募。

絵・花・詩、表現方法は自由。音も可。火・煙は不可。一般市民も

通る通路なので完全にふさぐことも不可。

７月のテーマは「無人販売所｣、８月は「つなぐ｣、９月「てん｣、１０

月「ときめく｣。くわしくは「リ・フォープ」まで。

主催／リ・フオープ(宮崎みよし）盆ＯフＢ－ＢＳＳ－Ｏ５ＢＳ

一

叩

鳶１１団白内人会公演
Ｐ

ＬＡＹ鵬礁製ゲﾚー"訳/鞭原“
醐話「イソップ物語」のイソップは、古代ギリシャのサ

モスの街に売られてきた奴隷だった…○彼の伝記や言い

伝えをもとに書かれた本作品は、奴隷のイソップが自由

を求めるなかで訴え続けた人間の尊厳や、生きる目的を

醐話を交えながら描かれている。

ｐ
Ｈ
①

演出／ふるかわ照

琶
卑

Ｉ

ﾌ／２１（金）１ｓ：０，開演

尼崎ピッコロシアター（JR塚口駅西出口徒歩5分）大ホール
前売300,円当日3500円全席指定

劇団自由人会竃O7B-7B4B701（ﾁｹｯﾄぴあでも発売中）

ここが「６TOWNARTS1」の入口

EJ2

ｌ

由。

編P

囲こうぶんこうぞう誠
画面いつぱいにひろがるこどもの笑顔、花、夢みたいな世界。こ

どもの豊かな表情を鮮やかな色彩で描くこうぶんこうぞうの水

彩・油彩・立体約５０点を展示。イラストレーター、童画教室講

師のほか、ＡＢＣ「ナイト・イン・ナイト」で自作紙芝居を披露する

など、多方面で活剛する画家、こうぶんこうぞうは、そのイカメ

シイ名前とメルヘンちつくな絵柄からは想像もできない、キレイ

な兄ちゃんだ。

||織灘操鮒噸…｡…

麦電

蕊
騒董
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ＭＭｉｋｅＳｔｅｍＢａｎｄ

Ｌｌ且』且JapanToI-Ir2OOO
ジョン・スコフィールド、パット・メセニーとともに世界３大ギタリストと

称され、独創的かつ革命的スタイルで多くのギタリストたちに影響を与え続

けているマイク・スターン（9.)。彼がひきいるMikeStemBandが来日、全

国ツアーを展開する。メンバーはデニス・チェンバース（dr.）リンカー

ン・ゴーインズ（ｂ､)、ボブ・プランセスキーニー（Sax)。ジャズの街・神

戸の夜を熱くする男たちがチキンジョージにやってくる。

ﾌ／２４（月）１Ｂ：００開場１９：００開演

神戸チキンジョージ（ＪＲ・阪急三宮駅徒歩5分、生田神社西）

前売5ＢｏＯ円当日BBO0円（１ドリンク別）

甲陽サウンズ垂O7B-BB2-1574（チケットぴあ、口一ソンチケットでも発売中）

卓越したテクニックをもつマイク・スターンの演奏はジ
ャンルを越える

Ｍ

ＵｓｌＱ～ﾌ月～

☆チキンジョージ恋ロブＢ■ｇｇａｑＤ１４Ｓ

５（水）POTSHOT、７（金）我那覇美奈、９（日）

村田和人、１３（木）SONSOFBLUES、１５（±）

SAKURA、１６（日）岩男潤子、１７（月）「アスト

ロリコの四季・夏」ピアソラ追悼コンサート15,

22（±）キリンジ､２４（月）マイク・スターン・

バンド

☆ビアジユリアン冠ロブB･agloBDBT

７（金）飯山友子（sp）藤渓優子（p)、８（土）
寺内智子（sp）袖野亜希子（p)、９（日）中元智
子(p)、１０（月）武村美穂子〈1)、１１（火）田洲
宏幸（vn)、１２（水）寺内智子（sp）袖野亜希子
(p)、１３（木）近藤美香（p)、１４（金）中井亮子
(p)、１６（日）辻本恵子（p)、１７（月）小笠原薫

(v､）清水道代（p)、１８（火）岩国晃子（Ｃｌ）佐藤
裕美子(p)、１９(水)西本淳(saO漬長良美（p)、
2０（木）近藤美香（p）２１（金）飯山友子（sp）
力癖美麻〈p)、２２（土）大迫めぐみ（p）大迫さゆ
り（p)、２３（日）高橋智子（p)、２４（月）高山智
津子（sp)辻本恵子（p)、２５（火）小笠原薫(v､）
清水道代（p)、２６（水）折川真理（v､）中元智子
(p)、２７（木）近藤美香（p)、２８（金）田洲宏幸
(v､)、２９（土）原公一郎（９）
★HpIIys冠ロブB･2S1.51”

７（金）畑山紀美代（vo）川上隆幸（dO小出泰正

(b）原田耕自（p)、８（土）長井美恵子（p）若林
美佐(b)森本優子(､)、１０（月）楠元なおこ（vo）

小泉ゆうこ(p)岩高あつし（｡r)奈良原裕一（ｂ)、
1２（水）T-bomオーケストラ、１３（木）原田耕自

(p）吹田善仁（b)、１４（金）後藤信夫Dmmsトリ
オ、１５（土）山口エミ（vo）赤木－孝(9)、１７
（月）堀口和子(v､）村上和子(p）ガリバ柳（dI)、
1８（火）藤村麻紀（vo）大石玲子（p）小出泰正

(b)、１９（水）まさきまや（vo）光森英毅（p)、
2０（木）三浦昌彦（tp）糸原マリ（p)、２１（金）
長井美恵子トリオ、２２（土）奥田尚子（Vo）吉岡

泰祐（b）タカ〈p)、２４（月）タカ（p）じんどろ
う（b）ガリパ柳（｡「)、２６（水）MlD-NIGH平

EXPRESS、２７（水）松原衣里（vo）浜村昌子

(p)、２８（金）たなかりかくvo）植田貴代〈p)、
2９（土）池田奈央他、３１（月）小泉ゆうこ（P）
奈良原裕一（b）

★Ｔ２楽屋盆ロブＢｏ２４２｡貝ＲＲＲ

４（火）東ともみ（b）田中靖之（９）水谷勉（９）
柿崎武人（｡ｊ小林久人（vo)、８（土）大西ゆか

りと新世界、１０（月）増田俊郎と湯川と一べん、

1１（火）ブルース一人旅横井勝己（vo，ｇ)、１２
(水)モーニングアフターガンボVsリングリンクス、

１８（火）ロメル・アマード（vo、ｇ)、２０（木）サ
ンセットストリーターズ、３０（日）天野SHO（b、

vo）チャリー（g、ｖｏ）

ＴｌＣＫＥＴ

Ｐチケ沙プﾚゼﾝﾄ

ＲＥＳＥＮＴ

＜ＰＬＡＹ＞

☆劇団自由人会「狐とぶどう」

(7／21尼崎ピッコロシアター）ベ

ア5組※応募〆切は7／１３

＜ＣｌＮＥＭＡ＞

☆市民映画劇場６月例会「どこま

でもいこう」「ナヴィの恋」（8／

２５．２６）ペア2組

☆パルシネマしんこうえん（８月

末まで有効）ペア2組▽7／６～１７

｢宋家の三姉妹」▽7／18～２５「エ

ンド・オブ・デイズ」「ＮＹＰＤ

１５分署」▽7／26～8／３「アンナ

と王様」「季節の中で」▽8／4～

１７「シュリ」「シックス・センス」

☆シネモザイク1～４（８月末まで

有効）２名▽7／8～「ポケット・

モンスター結晶塔の帝王」▽7／

8～「Ｍｉ－２」▽～7／７「クロス

ファイア」「マン・オン・ザ・ム

ーン」▽7／15～「ジユブナイル」

▽～7／７「グリーン・マイル」▽

7／15～「スチユアート・リトル」

8３

☆ペレーネシネマ（８月末まで有

効）ペア5組▽7／1～１４「川の流

れのように」「ポーン・コレクタ

ー」▽7／１５～「ジユブナイル」

▽8／１９「ホワイトアウト」

☆カナートホール（８月末まで有

効）ペア5組▽～7／７「グリーン

マイル」▽7／8～２５「ポケットモ

ンスター結晶塔の帝王」

☆西灘劇場（８月末まで有効）ペ

ア5組▽7／1～１４「サマー・オ

ブ・サム」「ロルカ暗殺の丘」▽

7／１５～２８「ほんとうのジヤクリ

ーヌ」「エイミー」▽7／29～8／

２５「それいけアンパンマン」（昼

のみ）「猿の惑星」「ジャンヌ・ダ

ルク」

●ハガキかFAXで①希望するチ

ケット②氏名③郵便番号④住所

⑤年齢⑥職業⑦電話番号⑧６月

号でおもしろかった記事とその

理由を明記して下記まで（7／

31必着)。

〒650-0011神戸市中央区下山手

通3-1-18ツインズトアビル４Ｆ

(FAXO78-331軍2795）月刊神

戸っ子「もだかる0007」編集室

ＭＯＤＥ

ＣＵｌ－ＴＳ

ＶＯｌＣＥ

●５月号では「神戸にパンダがや

ってくる」がよかったです。水道

筋の「パンダちゃんおせんくい」

が気に入りました。とってもかわ

いい１ドンクのパンダパンもおい

しそうですね。須磨区・谷本さん

○みなさんはもうドンクのパンダパンは召し上がりま

したか！？外見はパンダでも、味はちゃんとパン’さ

すがドンク！…当り前。むかしなつかしの味がして、

ふわふわで、とてもおいしいですよ。オススメです。

●「国際Ａマッチサッカー神戸決戦」は実際に見たし、

サッカーを観るのが好きなので。ヴィッセル神戸の試

合もこれぐらいお客さんが入るといいのに…。

加古川市・袋瀬さん

○サポーターの力は重要。私たちも熱くいきましよ･

トラキチのように…。

●「海船港しまなみ海道をゆく」去年、母(77才）と

娘（私．52才）と旅した所、同じ所に立って写真を撮

られているのを見てなつかしく、あの時もお天気で、

海の青さと空の青さ、その中にすばらしい橋、もう一

度訪れてみたいと、母と話がはずみました。

兵庫区･村松さん

○美しき瀬戸内海、そこに架かる夢の橋…今の子ども

たちには、これが原風景になるのかも。それもステキ・

しまなみを旅するお母様と村松さんの姿が眼に浮かぶ

ようです。
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緬迩識

8４

邸

七
夕
の
日
に
オ
ー
ブ
ン

須
磨
海
浜
水
族
園
「
ア
マ
ゾ
ン
館
」

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
海
の
生
物
を

満
喫
で
き
る
須
磨
海
浜
水
族
園
。
地
球
最

後
の
秘
境
と
い
わ
れ
る
ア
マ
ゾ
ン
に
生
息

す
る
魚
類
を
展
示
す
る
「
ア
マ
ゾ
ン
館
」

が
、
７
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。
上
下
、
左

右
、
前
面
の
５
面
が
水
槽
と
な
っ
た
日
本

初
の
チ
ュ
ー
ブ
型
水
中
ト
ン
ネ
ル
が
登

場
。
ピ
ラ
ル
ク
、
ア
ス
ト
ロ
ノ
ー
タ
ス
、

ア
シ
ナ
シ
イ
モ
リ
、
イ
グ
ア
ナ
な
ど
、
神

秘
的
で
珍
し
い
生
物
が
生
息
す
る
。
驚
き

”

淵１１Ｗ

虹
、

号
当
、

頚
ル

部
綿

と
感
動
の
体
験
が
で
き
る
こ

と
ま
ち
が
い
な
い
。

ま
た
建
物
の
屋
上
は
展
望

広
場
、
お
弁
当
広
場
に
な
っ

て
お
り
、
明
石
海
峡
大
橋
を

見
な
が
ら
く
つ
ろ
げ
る
ビ
ュ

ー
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

夏
休
み
期
間
中
（
７
月
即
日

～
８
月
釦
日
）
は
開
館
時
間

が
延
長
さ
れ
、
夜
間
も
楽
し

め
る
夜
８
時
ま
で
（
入
園
７

時
）
。

アマゾンの生物たちを一挙公開。（イラストはイメー
ジ）

皿
神
戸
市
立
須
磨
海
浜
水
族
園

神
戸
市
須
磨
区
若
宮
町
１
．
３
．
５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
７
３
１
．
７
３
０
１

９
賑
叩
～
如
恥
叩
（
夏
休
み
期
間
）
水
曜
休

立
フ
ル
ー
ツ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
。
即
日

（
祝
）
に
は
、
新
た
に
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
パ
ー
ク
が
誕
生
す
る
こ
と
に
。
観
覧
車

や
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
フ
ル
ー

ツ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
ふ
さ
わ
し
く
、

メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な
乗
り
物
が
ず
ら
り
。

ま
た
、
健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
ト

リ
ム
ラ
ン
ド
や
、
果
樹
や
花
に
包
ま
れ
た

遊
歩
道
も
登
場
す
る
予
定
だ
。

回
神
戸
市
立
フ
ル
ー
ツ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

神
戸
市
北
区
大
沢
町
上
大
沢
２
１
５
０

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
９
５
４
．
１
０
０
０
無
休

云
号
毒
昌
乏
●
の
×
号
ご
●
言
房
●
一
豆
言
言
、
異

都
市
と
農
村
の
共
存
共
栄
、
人
と
花
と

果
実
の
場
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
５
年
４
月

に
神
戸
市
北
区
に
オ
ー
プ
ン
し
た
神
戸
市

フ
ル
ー
ツ
．
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
誕
生

メリケンパークが盆踊りの会場になる

音
楽
シ
ｉ
ン
に
デ
ビ
ュ
ー
の
チ
ヤ
ン
ス
ー
．

今
年
の
夏
に
設
立
さ
れ
る
イ
ン
デ
ィ
ー

ズ
レ
ー
ベ
ル
が
、
才
能
豊
か
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
発
掘
の
た
め
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を

開
催
す
る
。
音
楽
を
通
し
て
自
分
自
身
を

表
現
し
た
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ら
ば
、
ジ

ャ
ン
ル
は
ロ
ッ
ク
、
Ｒ
＆
Ｂ
、
ポ
ッ
プ
ス

な
ど
問
わ
な
い
。
最
終
合
格
者
に
は
音
楽

制
作
に
関
す
る
す
べ
て
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

さ
れ
、
同
レ
ー
ベ
ル
よ
り
の
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ

ー
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。

●
応
募
資
格
ソ
ロ
／
ユ
ニ
ッ
ト
／
バ
ン

ド
の
形
態
は
不
問
。
作
詞
、
作
曲
、
楽
器

演
奏
な
ど
音
楽
を
通
し
て
自
分
自
身
を
表

現
し
て
い
き
た
い
方
、
ま
た
は
で
き
る
方
。

〈
応
募
方
法
〉

１
．
カ
セ
ッ
ト
、
Ｍ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
の
い
ず
れ

か
で
２
曲
以
上
録
音
し
た
デ
モ
・
テ
ー
プ

（
作
曲
の
方
は
曲
の
み
で
も
Ｏ
Ｋ
・
作
詞

の
方
は
２
作
品
以
上
）

２
．
全
身
、
顔
（
正
面
）
を
各
１
枚
。

※
ど
ち
ら
も
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も

の
（
ユ
ニ
ッ
ト
／
バ
ン
ド
は
各
パ
ー
ト
ご

:鐘鍾

潮
風
に
誘
わ
れ
て
心
８
月
旧
日
開
催

「
こ
う
べ
海
の
盆
踊
り
２
０
０
０
」

平
成
６
年
か
ら
、
メ
リ
ヶ
ン
パ
ー
ク
で

開
催
さ
れ
て
い
る
「
こ
う
べ
海
の
盆
踊
り
」

が
、
今
年
は
８
月
四
日
（
土
）
の
午
後
３

時
か
ら
９
時
半
ま
で
行
わ
れ
る
。
当
日
の

正
午
か
ら
は
、
地
元
商
業
、
企
業
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
出
店
や
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
午
後
３
時
か
ら
は
地
元
神
戸

の
バ
ン
ド
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
を
予
定
し
て
い
る
。
６
時
か
ら
の
夜

の
部
は
、
「
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
口

本
全
国
の
民
謡
を
取
り
入
れ
た
生
演
奏
に

よ
る
大
盆
踊
り
大
会
」
が
華
や
か
に
繰
り

広
げ
ら
れ
る
。
並
行
し
て
、
「
国
際
盆
踊

り
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
「
ゆ
か
た
で
踊
る
コ

ン
テ
ス
ト
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
。

潮
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
神
戸
の
夏
の
風

物
詩
と
な
り
つ
つ
あ
る
海
の
盆
踊
り
を
満

喫
し
て
。

■
中
央
区
役
所
総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
２
３
２
．
４
４
１
１

（
内
線
２
０
９
）

玉子室＝宙!

７月２０日にオーブン！（イラストはイメージ）

鴬

畷認

心
の
自
由
を
鉛
筆
に
託
し
て

北
川
能
章
さ
ん
の
遺
作
展
が
ハ
ー
パ
ー
ラ

ン
ド
で
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
小
学
３
年
の
と

き
に
筋
ジ
ス
ト
二
フ
ィ
ー
に
か
か
り
身
体
の

自
由
が
き
か
な
く
な
ソ
ま
し
た
が
、
呼
吸
雷

を
つ
け
な
が
ら
絵
筆
を
□
に
く
わ
え
、
描
き

続
け
ま
し
た
。
発
病
当
初
は
、
障
害
者
を
能

力
の
劣
っ
た
人
物
と
見
る
世
の
中
の
風
潮

に
、
相
当
の
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

友
達
の
死
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
の
で
き
る

範
囲
で
生
き
ぬ
こ
う
と
思
っ
た
と
き
、
好
き

だ
っ
た
絵
一
蚕
セ
と
っ
た
と
の
一
能
）
で
す
。
身

体
は
不
自
由
に
な
っ
て
も
心
は
自
田
。
そ
の

自
由
な
心
で
人
生
を
見
つ
め
、
絵
筆
に
た
く

し
た
北
川
さ
ん
の
絵
は
、
と
て
も
す
き
と
お

っ
て
い
ま
し
た
。
調
歳
の
短
い
人
生
で
し
た

が
、
《
・
僕
に
は
描
く
こ
と
し
か
で
き
な
い
．
一

と
言
い
な
が
ら
描
き
続
け
た
そ
う
で
す
。

お
母
様
か
ら
彼
の
生
き
方
時
つ
い
て
の
話

を
伺
っ
て
い
る
う
ち
に
、
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負

っ
た
人
の
絵
之
い
う
感
覚
で
見
て
い
た
私
の

目
が
、
一
人
の
．
企
画
北
川
能
童
さ
ん
の
絵

と
い
う
目
に
変
わ
り
意
．
〕
た
。
今
後
も
一
障

害
者
…
…
展
・
一
と
題
さ
れ
た
巨
馨
云
室
が
多
く

開
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
障
害
に
重
き

を
置
く
の
で
は
な
く
、
そ
の
も
の
の
純
粋
な

美
〕
さ
に
目
を
向
け
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。
（
Ｍ
・
Ｆ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
６
５
０
．
８
７
９
０

神
戸
市
中
央
区
中
町
通
４
．
２
．
洞

村
上
ビ
ル
Ｂ
１
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
６
０
．
１
２
５
７

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
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鰐
｣』圏F‘顧一

だ
か
ら
、
三
都
夏
祭
り
と
し
て
７
月

二巽長寺

六
◎
、
ｍ
℃
◎
の
『

★
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
神
戸
放
送
局
長
の
小

林
幹
彦
氏
が
東
京
へ
栄
賑
さ
れ
、
後
任
に
原
口
洋

一
氏
が
哲
向
長
と
し
て
６
月
溌
仕
。

★
伽
数
年
住
み
慣
れ
た
家
を
離
れ
、
嵯
峨
御
流
神

戸
司
所
長
の
吉
田
泰
巳
氏
が
転
宅
。
新
住
所
は
〒

６
６
０
．
０
８
９
３
尼
崎
市
西
難
波
町
４
丁
目
８

番
ｒ
号
サ
ン
シ
テ
ィ
尼
崎
９
１
０
号
室
。
連
絡
先

〒
６
５
０
．
０
０
２
２
中
央
区
元
町
通
３
丁
目

９
．
４
元
町
カ
ル
チ
ャ
ー
倶
楽
部
内
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７

８
．
３
３
３
．
５
３
２
１

★
（
財
）
兵
庫
県
国
際
交
流
剛
会
の
小
坂
田
肇
専
務

理
事
が
退
任
さ
れ
、
４
月
１
日
よ
り
山
田
一
成
氏

が
就
任
。

★
三
井
物
産
（
雄
神
戸
支
店
長
和
田
邦
治
氏
は
４

月
末
日
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
、
５
月
よ
り

（
財
）
阪
神
・
淡
路
産
業
復
興
推
進
機
構
ひ
ょ
う
ご

投
資
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
（
〒
６
５
１
。

０
０
８
７
中
央
区
御
幸
通
８
丁
目
１
番
６
号
神
戸

国
際
会
館
晦
階
）
。
後
任
に
上
島
隆
夫
氏
が
就
任
さ

れ
た
。
〒
６
５
８
．
０
０
２
３
束
灘
区
深
江
浜
町

哩
・
３
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
４
１
３
．
０
６
７
４

★
（
株
）
テ
ィ
エ
ラ
（
増
浬
空
代
表
取
締
役
社
長
）

が
、
６
月
１
日
よ
り
社
名
を
「
（
株
）
テ
ィ
エ
ラ
コ

ム
」
に
改
称
。
皿
世
紀
を
目
前
に
情
報
化
の
進
む

中
、
資
格
取
得
、
検
定
合
格
、
キ
ャ
リ
ァ
ァ
ッ
プ

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業

に
着
手
予
定
。

★
田
和
伸
男
氏
（
田
和
医
睦
が
５
月
加
日
に
死
去
．

胆
日
に
芦
屋
マ
イ
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
告
別
式
が
と

り
お
こ
な
わ
れ
た
。

☆
ラ
イ
タ
ー
の
笹
田
泉
さ
ん
、
震
災
後
の
区
画
整

理
率
業
の
た
め
、
新
し
い
場
所
に
家
を
再
建
。
仮

住
ま
い
は
〒
６
５
９
．
０
０
９
２
芦
屋
市
大
原
町

別
・
６

☆
兵
庫
県
佐
賀
県
人
会
の
新
会
長
に
貝
原
俊
民
兵

庫
県
知
事
が
就
任
、
副
会
長
に
、
山
崎
京
子
兵
庫

県
看
識
協
会
監
察
、
小
西
紀
子
神
東
社
代
表
取
締

役
会
長
な
ど
、
新
た
に
５
人
を
噸
員
。

☆
神
戸
市
矧
人
団
維
協
議
会
が
今
年
で
卵
周
年
を

迎
え
、
６
月
８
日
に
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
記
念
式

典
を
行
っ
た
。

★
神
戸
マ
イ
ス
タ
ー
の
井
上
誠
さ
ん
が
今
年
釦
周

年
を
迎
え
る
兵
庫
県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合
理

事
長
と
し
て
就
任
。

と
に
全
員
）

３
．
氏
・
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、

職
業
、
音
楽
歴
、
自
己
Ｐ
Ｒ
を
明
記
し
た

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
※
書
式
は
自
由
。

以
上
の
３
点
を
同
封
し
て
、
下
記
の
住
所

ま
で
郵
送
。
（
応
募
書
類
の
返
却
は
な
し
）

締
切
／
８
月
釧
日
消
印
有
効

宛
先
／
〒
１
０
６
．
０
０
４
４
東
京
都

港
区
東
麻
布
２
．
８
．
８

ア
ル
シ
オ
ン
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｂ
Ｕ
イ
ー
ス
ト
３
Ｆ

㈱
オ
ブ
テ
イ
ン
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

「
①
『
、
ヨ
『
の
８
ａ
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
係

選
考
／
第
１
次
審
査
（
書
類
・
テ
ー
プ
審

査
）
合
格
者
の
み
電
話
に
て
連
絡

■
０
３
．
５
５
７
５
．
６
１
８
０

コ
茸
で
“
垂
乏
乏
乏
．
Ｏ
己
爾
ヨ
陣
。
ｐ
盲

ま
れ
て
い
る
。
に
す
る
こ
と
自
体
に
無
理
が
あ
る
よ
う

震
災
の
前
年
ま
で
は
、
５
月
の
第
３
に
思
わ
れ
る
。

土
・
日
限
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
釦
回
と
い
う
節
目
を
迎
え
て
の
今
後

震
災
の
翌
年
か
ら
７
月
開
催
と
な
り
同
で
あ
る
が
、
や
は
り
神
戸
ま
つ
り
は
、

時
期
に
行
わ
れ
る
京
都
の
祇
園
祭
、
大
初
夏
の
薫
風
の
中
で
、
あ
け
つ
ぴ
ろ
げ

阪
の
天
神
祭
と
合
わ
せ
、
京
阪
神
三
都
の
明
る
さ
を
も
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
。

夏
祭
り
と
称
し
て
い
る
。
伝
統
や
し
き
た
り
と
は
無
縁
で
、
市

神
戸
ま
つ
り
は
か
つ
て
の
み
な
と
の
民
が
自
由
に
参
加
し
、
市
民
が
主
人
公

祭
、
さ
ら
に
神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル
を
引
き
の
ま
つ
り
な
の
だ
か
ら
、
他
の
ま
つ
り

継
い
だ
も
の
で
、
伝
統
か
ら
解
放
さ
れ
と
肩
を
並
べ
る
必
要
な
ん
か
、
い
さ
さ

た
い
い
意
味
で
の
「
軽
さ
」
が
売
り
物
か
も
な
い
と
思
う
の
だ
が
。
〈
Ｈ
・
Ｓ
〉

で
あ
っ
た
。
市
民
参
加
の
祭
り
で
あ
り
、

神
戸
ま
つ
り
が
釦
回
を
迎
え
、
７
月
歴
史
、
成
り
立
ち
が
ま
っ
た
く
異
な
る
。

別
日
か
ら
釦
日
ま
で
多
彩
な
行
事
が
組
本
来
、
こ
の
３
つ
の
祭
り
を
一
く
く
り

釦
回
を
迎
え
た
神
戸
ま
つ
り

花
時

計

Ｌ‐

神
戸
の
初
夏
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

開
催
に
な
っ
た
と
き
、
い
ち
ば
ん
困
惑

し
た
の
は
市
民
自
身
だ
っ
た
と
思
う
。

三
都
夏
祭
り
と
い
っ
て
も
、
祇
園
祭
、

天
神
祭
と
神
戸
ま
つ
り
と
で
は
、
そ
の

て
い
た
＠

の
「
都
美
人
」
（
都
美
人
酒
造
）
、
播
磨
の

「
龍
力
」
（
本
田
商
店
）
、
但
馬
の
「
香
住

鶴
」
（
香
住
酒
造
）
、
丹
波
の
「
小
鼓
」

（
西
山
酒
造
場
）
…
。
地
域
や
風
土
を
写

し
出
し
た
蔵
元
自
慢
の
酒
が
一
堂
に
会

し
、
市
販
さ
れ
て
い
な
い
搾
り
た
て
の
酒

も
飲
め
る
と
あ
っ
て
、
女
性
を
中
心
に
約

１
２
０
名
が
集
ま
っ
た
。
酒
に
加
え
て
の

目
玉
は
、
イ
カ
ナ
ゴ
、
黒
豆
、
タ
マ
ネ
ギ
、

ア
ナ
ゴ
、
イ
カ
と
い
っ
た
各
地
の
旬
の
食

材
を
使
っ
た
肴
の
数
々
・
都
美
人
の
木
下

勝
二
社
長
が
自
宅
の
菜
園
で
収
種
し
た
タ

マ
ネ
ギ
を
持
ち
込
む
な
ど
、
地
域
自
慢
の

味
が
揃
っ
た
。
会
場
か
ら
は
「
次
回
は
ぜ

ひ
タ
ケ
ノ
コ
か
カ
ニ
の
シ
ー
ズ
ン
に
」
と

の
声
も
聞
か
れ
、
神
戸
酒
心
館
の
安
福
重

照
社
長
は
「
５
社
の
酒
が
１
会
場
で
飲
め

る
機
会
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
意
見
を
う
か

が
い
な
が
ら
、
今
後
の
開
催
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

国
株
式
会
社
神
戸
酒
心
館

神
戸
市
東
灘
区
御
影
塚
町
１
．
８
．
打

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
８
２
１
．
２
９
１
１

膳
&二

神戸酒心館の安福重照社長（右から３人目）ら「兵

庫玉同酒蔵之会」のみなさん

8５

あなたのデビューへの最短の道かも

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
る
ト
ア
ロ
ー
ド

ク
ラ
フ
ト
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
。
ト
ア
ロ
ー
ド

を
「
ア
ー
ト
で
美
し
い
街
に
よ
み
が
え
ら

せ
よ
う
」
と
、
個
性
あ
ふ
れ
る
ク
ラ
フ
ト

マ
ン
達
が
ト
ア
ロ
ー
ド
に
集
う
。
今
年
は

叩
月
７
日
（
土
）
・
８
日
（
日
）
の
両
日

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
。
当
実
行
委
員

会
で
は
約
印
の
生
活
文
化
に
密
着
し
た
ク

ラ
フ
ト
ア
ー
ト
の
出
展
を
募
集
し
て
い

る
。
参
加
料
は
ト
ア
ロ
ー
ド
の
な
か
で
も

出
展
す
る
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く

る
が
、
２
０
０
０
０
～
６
０
０
０
０
円

（
２
日
間
）
。
月
刊
神
戸
っ
子
で
も
申
込
み

受
付
中
。

－両 ト
ア
ロ
ー
ド
ク
ラ
フ
ト
ア
ー
ト
フ
エ
ア

ク
ラ
フ
ト
マ
ン
出
展
募
集

蕊
「
兵
庫
五
国
の
酒
と
肴
を
楽
し
む
《
蚕

第
１
回
を
漣
星
狸
”
館
で
開
催

県
内
旧
５
国
の
日
本
酒
の
蔵
元
５
社
が

つ
く
る
「
兵
庫
五
国
酒
蔵
之
会
」
が
５
月

四
日
、
東
灘
区
の
神
戸
酒
心
館
で
「
兵
庫

五
国
の
酒
と
肴
を
楽
し
む
会
」
を
開
い
た
。

摂
津
の
「
福
詳
」
（
神
戸
酒
心
館
）
、
淡
路

個性的なクラフトマンたちのパフォーマンス

も楽しみ
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彩
も
選
び
、
ほ
ほ
紅
に
も
口
紅
と
同
じ
よ
う
に
気
を
使
い
つ
け
た

り
し
た
頃
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
ど
れ
ぐ
ら
い
前
の
こ
と
な
の
か

わ
か
ら
ぬ
日
を
重
ね
て
い
た
。
あ
れ
だ
け
お
酒
落
に
興
味
が
あ
っ

た
こ
と
も
今
の
岸
子
に
は
嘘
の
よ
う
に
も
思
え
た
。
も
う
自
分
自

身
に
も
興
味
を
失
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
あ
の
よ
う
な
こ
と

が
自
分
の
身
に
起
こ
ろ
う
と
は
夢
に
さ
え
思
っ
て
は
い
な
か
っ

た
。
激
し
い
性
格
の
夫
を
持
つ
こ
と
さ
え
岸
子
の
身
に
は
、
今
と
な

っ
て
は
思
い
も
よ
ら
な
い
出
会
い
で
あ
っ
た
。
大
学
を
卒
業
前
に
、

静
か
な
性
分
の
男
と
恋
ら
し
き
も
の
も
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

父
親
の
反
対
に
合
い
、
そ
れ
ほ
ど
の
付
き
合
い
で
も
な
か
っ
た
こ

と
も
理
由
の
一
つ
だ
っ
た
が
、
あ
っ
さ
り
と
交
際
を
止
め
て
い
た
。

そ
こ
に
そ
の
男
と
正
反
対
の
夫
と
の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
最
初
は

あ
ま
り
に
岸
子
と
は
違
う
世
界
の
男
に
見
え
た
。
初
め
て
の
デ
ー

ト
で
、
食
事
に
出
か
け
た
そ
の
時
、
あ
る
出
来
事
が
岸
子
の
こ
こ

ろ
を
ひ
ど
く
驚
か
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
今
思
え
ば
単
純
な
動
機

だ
っ
た
の
だ
が
、
食
事
の
途
中
に
隣
に
座
っ
た
男
と
気
が
合
い
、

少
し
会
話
を
し
た
夫
は
、
店
主
に
そ
の
男
に
ビ
ー
ル
を
二
本
奨
め

た
。
単
純
な
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
岸
子
に
は
新
鮮
に
写
っ
た
の
が

そ
も
そ
も
の
原
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

全
く
の
他
人
に
そ
れ
だ
け
の
心
遣
い
の
で
き
る
男
に
合
っ
た
こ

と
の
な
い
岸
子
に
は
驚
き
で
あ
っ
た
。

車
に
乗
る
時
に
さ
え
も
、
外
人
が
す
る
よ
う
に
ド
ア
を
自
然
に

開
け
エ
ス
コ
ー
ト
し
て
く
れ
る
。
全
て
に
お
い
て
女
の
扱
い
に
手

慣
れ
た
事
が
岸
子
に
は
心
踊
る
も
の
だ
っ
た
。

他
の
女
に
も
同
じ
事
を
し
て
い
る
と
は
、
ま
だ
青
さ
を
残
す
岸

子
に
は
わ
か
る
は
ず
も
な
く
、
事
件
は
時
也
が
三
才
も
終
わ
り
の

頃
に
突
然
や
っ
て
き
た
。

そ
の
日
は
二
、
三
日
実
家
に
帰
る
予
定
で
あ
っ
た
。
大
学
時
代

の
親
友
の
世
史
子
が
嫁
ぎ
先
か
ら
帰
る
日
と
偶
然
日
が
合
い
、
逢

う
こ
と
に
な
っ
た
。
世
史
子
も
子
供
を
実
家
に
預
け
、
二
人
は
学

生
気
分
に
戻
り
話
に
花
が
咲
き
、
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
に
浮
か
れ
た
。

主
人
の
拓
也
も
出
張
で
家
に
帰
ら
ぬ
予
定
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

緑
が
う
っ
そ
う
と
繁
る
公
園
の
ベ
ン
チ
の
す
ぐ
傍
で
、
青
い
服

を
着
た
男
達
が
、
木
の
伐
採
す
る
音
を
耳
に
し
た
岸
子
は
、
ハ
ツ

と
我
に
返
っ
た
。

何
を
考
え
て
い
た
ん
だ
ろ
う
こ
の
数
分
間
、
と
自
分
に
問
い
か

け
て
み
た
。
岸
子
に
は
木
々
の
緑
さ
え
枯
れ
果
て
て
見
え
た
。
瞳

は
見
開
い
て
い
た
が
何
も
写
ら
ず
、
頭
の
中
は
真
っ
白
だ
っ
た
。

岸
子
の
座
っ
て
い
る
ベ
ン
チ
か
ら
幼
い
息
子
の
時
也
を
目
で
追

っ
て
み
た
。
少
し
離
れ
た
砂
場
で
山
を
作
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

小
さ
な
手
で
そ
の
砂
山
を
崩
し
て
い
た
。

風
が
頬
を
か
す
か
に
な
ぜ
る
よ
う
に
や
さ
し
か
っ
た
。
だ
が
岸

子
に
は
そ
の
風
さ
え
手
で
強
く
払
い
の
け
よ
う
と
す
る
よ
う
な
苛

立
ち
が
あ
っ
た
。

日
が
西
に
傾
き
か
け
る
嫌
な
時
間
が
迫
っ
て
き
た
、
と
憂
諺
に

な
っ
て
く
る
。
時
也
の
手
を
取
り
あ
の
部
屋
に
入
る
と
地
獄
が
待

っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

目
が
覚
め
る
と
今
日
一
日
、
気
の
遠
く
な
る
時
を
ど
う
過
ご
そ

う
か
と
考
え
出
す
と
、
再
び
目
を
堅
く
閉
じ
る
。
い
く
ら
時
也
が

枕
元
で
大
声
を
出
し
て
ぐ
ず
っ
て
も
、
岸
子
は
無
視
す
る
こ
と
し

か
出
来
な
か
っ
た
。

心
の
中
が
真
っ
黒
な
闇
で
、
ど
う
し
て
も
そ
れ
が
消
え
な
い
岸

子
自
身
が
そ
こ
に
い
た
。

何
を
す
る
の
も
億
劫
で
、
た
だ
、
た
だ
寝
床
の
中
に
自
分
を
置

く
こ
と
し
か
心
が
休
ま
る
場
所
は
他
に
な
い
と
考
え
て
い
た
。

鼻
筋
の
通
っ
た
彫
り
の
深
い
顔
立
ち
も
、
回
が
う
つ
る
に
焦
点

が
合
わ
ず
、
肌
も
か
さ
か
さ
で
白
く
濁
っ
た
舌
は
滑
り
、
今
に
も

胃
液
が
バ
ケ
ツ
い
つ
ぱ
い
に
出
そ
う
な
気
分
だ
っ
た
。

も
う
こ
の
何
と
も
い
え
ぬ
悪
い
気
分
は
い
つ
か
ら
だ
っ
た
の
か

記
憶
す
ら
な
か
っ
た
。

何
度
と
な
く
傷
つ
け
ら
れ
、
プ
ラ
イ
ド
な
ど
小
石
か
砂
に
な
る

ま
で
打
ち
砕
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
嫌
悪
感
さ
え
催
す
夫
に
愛

情
も
な
い
朝
食
を
差
し
出
す
と
、
岸
子
の
苦
し
い
一
日
が
始
ま
る
。

何
と
も
や
る
せ
な
い
気
持
ち
で
、
時
を
過
ご
す
方
法
さ
え
見
え
て

こ
な
か
っ
た
。
あ
れ
だ
け
口
紅
に
も
気
を
使
い
、
自
分
に
合
う
色

中谷衣里
写真・後藤洋治郎
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ノ

雨

岸
子
の
家
ま
で
走
り
、
泊
ま
る
事
に
な
っ
た
。

も
う
既
に
十
二
時
を
ま
わ
っ
て
い
た
が
、
家
の
近
く
で
ふ
と
窓

の
灯
り
が
日
に
入
っ
た
。

拓
也
が
帰
っ
て
い
る
の
か
と
不
思
議
に
思
い
、
車
を
車
庫
に
入

れ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
階
段
を
上
が
っ
て
鍵
を
さ
し
込
ん
で
み
た
。
何

と
チ
ェ
ー
ン
が
掛
か
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
郵
便
受
け
か
ら
中

を
少
し
覗
い
て
み
た
。
女
の
靴
が
目
に
入
っ
た
。

2房Fー＝＝言

綴ｉｉｉ’ 鱗
電Ｉ,少

ゴ

了ぽ
．､塞畠昼

ﾅーグ
－，逓二＝＝宮１

､jZ

→

必

－－－－蔵

8７

額
は
汗
ば
み
、
慌
て
た
様
子
だ
っ
た
。
岸
子
は
す

ぐ
に
悟
っ
た
。
冷
静
に
な
ろ
う
と
努
め
た
が
、
そ

れ
は
所
詮
無
理
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
静
か
な
性

分
の
岸
子
が
拓
也
に
つ
か
み
か
か
る
よ
う
に
胸
を

め
が
け
て

「
何
な
ん
で
す
か
」

と
聞
い
た
。

岸
子
の
様
子
を
受
け
止
め
た
拓
也
は

葬
洛
ち
つ
い
て
く
れ
」

と
歩
み
寄
り
、
岸
子
の
手
を
取
っ
た
。
そ
の
手

を
払
い
の
け
る
よ
う
に
寝
室
に
入
ろ
う
と
す
る
岸

子
と
も
み
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。

「
出
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
」

岸
子
は
大
声
に
な
っ
て
い
た
。
垣
間
見
た
拓
也

の
肩
越
し
に
、
寝
室
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
拓
也
の

時
計
と
女
の
時
計
が
並
ん
で
置
い
て
あ
る
の
が
見

え
た
。岸
子
は
女
と
拓
也
が
深
い
間
柄
に
な
っ
て
い
る

と
悟
っ
た
。

「
逢
わ
せ
て
く
だ
さ
い
」

「
よ
せ
、
は
し
た
な
い
こ
と
」

「
何
が
は
し
た
な
い
の
で
す
か
」

「
逢
っ
て
ど
う
す
る
。
こ
ん
な
状
態
で
」

拓
也
は
岸
子
を
引
き
ず
る
よ
う
に
居
間
に
連
れ

込
ん
だ
。
抵
抗
す
る
岸
子
、
二
人
は
激
し
く
も
み

合
っ
た
。

「
と
に
か
く
、
お
ち
つ
い
て
く
れ
。
頼
む
」

岸
子
は
震
え
る
胸
を
押
さ
え
、
世
史
子
に
車
庫
に
戻
る
よ
う
に

小
声
で
言
っ
た
。

前
日
は
雨
で
丁
度
扉
の
そ
ば
に
立
て
か
け
て
あ
っ
た
傘
で
郵
便

受
け
か
ら
チ
ェ
ー
ン
を
外
す
と
中
に
入
っ
た
。

微
妙
な
音
が
し
た
が
、
拓
也
が
慌
て
て
寝
室
か
ら
飛
び
出
し
て

き
た
。顔
は
蒼
白
で
額
は
汗
ば
み
、
慌
て
た
様
子
だ
っ
た
。
岸
子
は
す

叫
ぶ
拓
也
に
は
目
も
く
れ
ず
、
キ
ッ
チ
ン
に
走
り
こ
ん
だ
岸
子

の
手
に
は
真
新
し
い
包
丁
が
握
ら
れ
て
い
た
。

「
死
に
ま
す
」

「
よ
せ
、
馬
鹿
な
事
は
」

「
あ
な
た
も
一
緒
に
死
ん
で
く
だ
さ
い
」

慌
て
て
包
丁
を
取
り
上
げ
よ
う
と
必
死
の
哲
也
。
二
人
は
病
を

身
体
の
あ
ち
こ
ち
に
つ
く
る
ほ
ど
の
力
で
も
み
合
っ
て
い
た
。

女
は
そ
の
間
に
出
て
い
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

岸
子
は
車
庫
に
残
し
た
世
史
子
の
事
も
心
配
だ
っ
た
が
、
そ
れ

ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

「
と
に
か
く
、
こ
こ
に
座
っ
て
く
れ
」

拓
也
は
キ
ッ
チ
ン
の
椅
子
を
進
め
た
。
岸
子
は
そ
の
手
を
払
い

の
け
た
。
拓
也
は
岸
子
の
両
手
を
力
い
っ
ぱ
い
握
り
し
め
た
。
再

び
払
い
の
け
る
岸
子
。
そ
の
時
岸
子
の
シ
ャ
ネ
ル
の
時
計
を
し
た

手
を
涙
じ
上
げ
る
と
同
時
に
時
計
は
宙
高
く
舞
い
あ
が
っ
た
。

お
互
い
の
身
体
は
何
処
と
言
わ
ず
青
癌
が
出
来
て
い
た
。
拓
也

は
コ
ッ
プ
の
水
を
岸
子
に
飲
む
よ
う
に
無
言
で
示
し
た
。
岸
子
は

コ
ッ
プ
を
荒
々
し
く
取
り
、
１
滴
の
水
分
も
な
い
よ
う
口
に
流
し

込
む
と
息
も
切
れ
切
れ
に
椅
子
に
座
っ
た
。
座
っ
た
と
い
う
よ
り

倒
れ
こ
ん
だ
。

「
悪
か
っ
た
。
全
て
僕
の
責
任
だ
よ
、
謝
る
。
こ
の
通
り
だ
。
だ

か
ら
少
し
落
ち
つ
い
て
く
れ
、
頼
む
、
頼
む
よ
」

拓
也
の
瞳
は
今
に
も
泣
き
出
し
そ
う
に
潤
ん
で
い
た
。

「
泣
き
た
い
の
は
私
だ
わ
」

「
わ
か
っ
て
い
る
。
充
分
に
解
っ
て
い
る
よ
」

拓
也
は
二
度
、
三
度
首
で
領
い
て
見
せ
た
。

窓
の
外
は
も
う
す
で
に
白
み
が
か
り
、
何
時
間
と
い
う
間
も
み

合
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

拓
也
は
意
外
な
こ
と
を
口
に
し
た
。

「
君
な
し
で
は
僕
は
生
き
て
行
け
な
い
よ
」

「
今
更
何
を
お
つ
し
や
り
た
い
の
。
こ
ん
な
に
大
変
な
こ
と
を
起

し
て
お
い
て
」

「
と
に
か
く
話
し
合
お
う
」

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



「
何
を
、
ど
う
話
し
合
お
う
と
言
う
の
で
す
か
」

謬
味
が
悪
い
。
全
て
僕
が
悪
い
ん
だ
」

こ
の
拓
也
の
『
君
な
し
で
は
生
き
て
行
け
な
い
」
と
い
う
、
こ

の
言
葉
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
岸
子
の
地
獄
の
日
の
始
ま
り
だ
と
は
、

ま
だ
こ
の
時
点
で
岸
子
に
は
わ
か
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。

す
っ
と
立
ち
あ
が
っ
た
岸
子
は
、
車
庫
の
世
史
子
を
家
ま
で
送

ら
れ
ば
と
思
い
、
随
分
と
長
い
時
間
待
た
せ
た
世
史
子
の
こ
と
が

急
に
頭
を
過
っ
た
。

「
世
史
子
を
送
っ
て
き
ま
す
」

「
え
っ
、
彼
女
も
一
緒
に
い
た
の
か
」

拓
也
は
世
史
子
２
仔
在
に
ひ
ど
く
驚
い
た
様
子
だ
っ
た
。

悪
法
が
送
ろ
う
。
君
は
疲
れ
て
い
る
か
ら
」

「
疲
れ
て
い
る
？
」

「
い
や
！
！
事
故
で
も
起
し
ち
ゃ
大
変
だ
か
ら
」

「
な
に
を
お
っ
し
ゃ
る
の
。
こ
れ
以
上
の
事
故
は
、
私
に
は
あ
り

ま
せ
ん
」

「
そ
う
言
わ
れ
て
み
れ
ば
そ
う
だ
が
…
」

き
ま
り
悪
そ
う
に
頭
に
手
を
や
る
拓
也
。
こ
の
手
で
今
ま
で
、

何
人
の
女
を
抱
い
た
の
だ
ろ
う
。

岸
子
は
こ
の
雰
囲
気
に
場
違
い
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
自
分

に
、
お
か
し
さ
が
込
み
上
げ
た
。
こ
れ
と
て
あ
の
、
『
君
が
い
な

い
と
、
僕
は
生
き
て
行
け
な
い
』
の
一
言
が
、
こ
う
も
自
分
の
感

情
を
変
え
た
の
か
と
思
っ
て
い
た
。

「
い
え
、
結
構
で
す
．
私
が
送
っ
て
き
ま
す
」

「
そ
う
か
、
事
故
に
は
充
分
に
気
を
つ
け
て
ね
」

「
あ
な
た
に
そ
ん
な
事
、
言
わ
れ
る
筋
合
い
は
あ
り
ま
せ
ん
」

「
そ
う
言
わ
れ
れ
ば
そ
う
だ
け
ど
」

ま
た
、
髪
を
無
造
作
に
掻
き
上
げ
る
拓
也
。

車
庫
に
行
く
と
、
世
史
子
は
座
席
を
倒
し
て
眠
っ
て
い
た
。

「
ご
め
ん
ね
。
ご
め
ん
世
史
子
」

世
史
子
は
眠
そ
う
に
首
を
二
三
度
振
る
と
、

「
あ
茂
、
眠
っ
て
し
ま
っ
た
の
ね
」

「
悪
か
っ
た
わ
、
長
い
時
間
待
た
せ
ち
ゃ
っ
て
」

「
い
い
の
よ
・
そ
れ
で
話
は
つ
い
た
の
」

世
史
子
の
冷
静
さ
に
岸
子
は
驚
い
た
。

「
つ
く
も
、
つ
か
な
い
も
、
ほ
ん
と
う
に
恥
ず
か
し
い
わ
。
こ
ん

な
と
こ
ろ
見
せ
ち
ゃ
っ
て
。
と
ん
だ
修
羅
場
を
見
せ
ち
ゃ
っ
た
わ

ね
」「
い
い
の
よ
・
私
は
別
に
今
夜
は
時
間
に
急
ぐ
わ
け
じ
ゃ
な
い
か

ら
」
岸
子
は
何
と
呑
気
な
こ
と
を
言
う
の
か
と
、
世
史
子
の
顔
を
ま

じ
ま
じ
と
見
た
。
こ
ん
な
大
事
件
が
親
友
の
身
に
起
き
た
と
言
う

の
に
。
と
岸
子
は
不
思
議
に
思
い
、
再
び
世
史
子
の
顔
に
目
を
走

ら
せ
て
い
た
。

「
話
し
合
い
は
後
日
に
す
る
こ
と
に
し
た
の
」

「
そ
う
ね
、
そ
の
ほ
う
が
い
い
わ
よ
・
今
は
お
互
い
に
興
奮
し
て

い
る
か
ら
、
今
話
し
合
う
の
も
…
」

「
あ
ら
、
世
史
子
も
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
」

「
あ
っ
た
と
い
え
ば
あ
っ
た
。
な
い
と
い
え
ば
な
い
わ
」

「
変
な
の
。
変
な
笑
い
だ
わ
、
そ
れ
は
」

「
そ
う
か
し
ら
。
女
っ
て
い
ろ
い
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
る

も
の
な
の
よ
」

「
何
て
こ
と
か
し
ら
。
私
に
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
な
ん
て
。
ま

る
で
小
説
か
映
画
を
見
て
る
み
た
い
だ
わ
」

「
今
の
岸
子
の
気
持
ち
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
な
い
け
ど
、
時
間

と
い
う
魔
物
が
解
決
し
て
く
れ
る
も
の
な
の
よ
」

「
え
、
そ
う
か
し
ら
」

「
何
事
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
岸
子
は
そ
う
思
わ
な
い
？
」

「
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
そ
う
だ
と
思
う
け
ど
、
今
の
私
に
は
そ
ん

な
余
裕
は
無
い
わ
」

「
そ
う
ね
」

二
時
間
は
ゆ
う
に
か
か
る
高
速
を
岸
子
は
空
白
の
心
で
、
車
を

走
ら
せ
続
け
て
い
た
。

世
史
子
は
、
ま
た
い
つ
の
間
に
か
眠
っ
て
い
た
。
そ
の
世
史
子

の
寝
顔
を
見
な
が
ら
、
岸
子
は
思
っ
た
。

親
友
と
い
っ
て
も
、
心
の
中
ま
で
は
理
解
す
る
の
は
困
難
な
の

だ
と
、
改
め
て
女
の
そ
れ
ぞ
れ
色
の
違
っ
た
生
き
方
が
あ
る
も
の

だ
と
感
じ
た
。

車
を
降
り
る
と
き
世
史
子
は
一
言
、

「
あ
ま
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
い
で
ね
。
身
体
に
こ
た
え
る
わ

よ
、
後
に
な
っ
て
」

と
言
い
残
し
て
帰
っ
て
い
っ
た
。

帰
り
の
道
の
り
は
二
倍
に
も
三
倍
に
も
の
時
間
に
感
じ
ら
れ

た
。
別
に
世
史
子
と
深
く
話
さ
ず
と
も
横
に
い
て
く
れ
る
こ
と
は

岸
子
を
安
心
さ
せ
た
。

今
一
人
、
車
と
い
う
小
さ
な
秘
密
の
個
室
の
中
に
取
り
残
さ
れ

た
よ
う
に
寂
し
か
っ
た
。

ほ
ん
と
う
に
寂
し
か
っ
た
。

込
み
上
げ
る
孤
独
を
肩
に
載
せ
、
家
路
に
急
ぎ
な
が
ら
、
女
は

あ
れ
か
ら
ど
う
し
た
の
か
と
、
ふ
と
思
っ
て
み
た
が
、
影
も
形
も

わ
か
ら
ぬ
顔
の
な
い
女
の
面
影
を
岸
子
は
追
っ
て
い
た
。

家
に
帰
っ
た
と
し
て
も
、
今
更
拓
也
の
顔
を
見
る
気
に
な
れ
ず
、

高
速
を
降
り
た
岸
子
は
、
母
に
で
は
な
く
拓
也
の
母
に
電
話
を
か

け
て
い
た
。

「
ど
う
し
た
の
」

い
つ
も
の
抑
揚
の
な
い
声
が
返
っ
て
き
た
。

岸
子
は
一
気
に
喋
っ
て
い
た
。

拓
也
の
母
は
、
そ
ん
な
岸
子
の
会
話
の
内
容
が
今
ま
で
耳
に
し

た
こ
と
な
い
の
出
来
事
に
関
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
ひ
ど
く

驚
い
た
様
子
だ
っ
た
。

一
応
聞
き
終
わ
っ
た
母
は
、

「
そ
れ
で
こ
れ
か
ら
、
ど
う
な
さ
る
」

と
意
外
な
返
答
を
し
て
い
た
。

「
ど
う
す
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
も
」

後
は
言
葉
に
な
ら
な
か
っ
た
。
今
の
岸
子
に
は
な
に
も
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
。

「
す
ぐ
に
、
こ
ち
ら
に
こ
れ
な
い
の
」

「
え
え
、
ま
だ
少
し
主
人
と
話
し
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

「
そ
れ
は
そ
う
ね
。
で
も
話
し
合
っ
て
も
ど
う
解
決
で
き
る
わ
け

8８
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女
と
は
初
め
て
の
夜
だ
っ
た
と
、
驚
く
岸

子
に
、
再
び
驚
か
せ
る
こ
と
を
言
っ
た
。

女
は
拓
也
の
方
を
見
て
い
な
い
と
、
拓
也

の
一
人
相
撲
で
片
思
い
だ
と
。
自
由
に
な
ら

な
い
女
に
拓
也
は
焦
り
、
酒
を
飲
ま
せ
て
酔

わ
せ
て
思
い
を
遂
げ
よ
う
と
思
っ
た
と
。
岸

子
は
あ
き
れ
て
、
た
だ
拓
也
の
喋
る
口
元
を

ぼ
ん
や
り
と
見
て
い
た
。

何
と
い
う
男
だ
ろ
う
。
女
一
人
を
落
と
す

の
に
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
ま
で
、
こ
の
拓
也

が
あ
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ほ
ど
高
嶺
の

花
と
い
う
の
か
。
岸
子
は
、
ま
た
む
ら
む
ら

と
怒
り
が
込
み
上
げ
る
の
を
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た
。

拓
也
の
話
は
こ
う
だ
。
知
り
合
っ
て
か
ら

も
、
女
は
た
だ
の
お
茶
の
み
友
達
と
し
か
拓

也
を
見
て
い
な
か
っ
た
。
ど
ん
な
に
誘
っ
て

も
、
ド
ラ
イ
ブ
が
せ
い
ぜ
い
で
キ
ス
さ
え
許

さ
な
か
っ
た
と
言
う
の
だ
。

じ
ゃ
な
し
、
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
仕
方
が
な
い
ん
だ
か

ら
」
母
は
あ
く
ま
で
冷
静
だ
っ
た
。
そ
の
冷
静
さ
に
苛
立
っ
た
岸
子

は
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
た
。

家
路
に
つ
く
と
、
拓
也
は
所
在
な
さ
そ
う
に
虚
ろ
な
眼
を
し
て

キ
ッ
チ
ン
の
テ
ー
ブ
ル
に
腰
掛
け
、
煙
草
の
煙
を
頭
の
上
に
舞
い

上
げ
て
い
た
。

女
は
あ
の
長
い
時
間
、
何
処
に
隠
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ

の
時
間
に
車
を
探
す
に
は
無
理
が
あ
っ
た
ろ
う
。
歩
い
て
駅
ま
で

行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
駅
と
い
っ
て
も
家
か
ら
の
道
程
は
随
分
と

遠
く
、
あ
の
女
の
足
で
行
っ
た
と
し
て
も
、
あ
の
時
間
に
電
車
は

な
く
、
駅
の
ベ
ン
チ
に
で
も
座
っ
て
始
発
の
電
車
を
待
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
、
き
っ
と
世
史
子

の
乗
っ
た
車
の
反
対
方
向
の
車
庫
に
身
を
ひ
そ
め
て
、
二
人
の
争

い
の
気
の
遠
く
な
る
時
間
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
岸
子
達
の
車
の
出
た
後
で
拓
也
と
落
ち
合
っ
て
、
拓
也
が
送
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

岸
子
は
あ
ら
ぬ
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
。

拓
也
と
向
か
い
合
っ
た
テ
ー
ブ
ル
の
向
こ
う
で
、
思
い
も
か
け

ぬ
こ
と
を
拓
也
は
口
走
っ
て
い
た
。

拓
也
は
最
後
の
手
段
に
出
た
。
落
ち
ぬ
女
ほ
ど
、
落
と
し
て
み

た
い
の
が
男
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
酒
に
酔
わ
せ
て
ホ
テ
ル
の
入

り
口
ま
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
女
は
飛
び
降
り
る
と
車
の
ド
ア
に
手

を
か
け
た
。
驚
い
た
拓
也
は
ま
た
、
車
を
走
ら
せ
、
何
時
間
も
ド

ラ
イ
ブ
を
し
た
。

と
ど
の
つ
ま
り
が
妻
の
い
な
い
家
に
連
れ
込
ん
だ
の
だ
っ
た
。

そ
の
時
、
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
拓
也
は
し
た
の
だ
っ

■カットには、中谷衣里さんが以前より所蔵している石阪春生両伯の作品を使いました。

た
。
大
学
を
卒
業
し
た
後
に
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
こ
と
あ
る
拓

也
に
は
、
ド
ラ
ッ
グ
は
普
通
の
人
が
驚
く
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
く
、

友
達
の
間
で
ご
く
ご
く
普
通
に
や
り
取
り
を
し
て
い
た
の
だ
。
岸

子
も
う
す
う
す
知
っ
て
い
た
。
何
か
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
薬
を
飲
み
、

ハ
イ
に
な
っ
て
い
る
拓
也
を
。

そ
の
薬
を
女
に
飲
ま
せ
、
正
体
を
失
わ
せ
て
家
に
連
れ
込
ん
だ

と
い
う
の
だ
。

そ
れ
ま
で
し
て
女
を
自
由
に
し
た
か
っ
た
拓
也
に
、
岸
子
は
ま

た
、
今
ま
で
自
分
の
知
ら
な
か
っ
た
夫
の
姿
を
思
い
、
混
乱
を
あ

ら
わ
に
し
た
。

拓
也
の
言
う
こ
と
に
、
岸
子
は
全
く
つ
い
て
行
け
な
か
っ
た
。

い
つ
も
財
布
に
は
二
十
万
そ
こ
そ
こ
の
金
は
入
れ
て
い
る
拓
也

が
、
女
を
ホ
テ
ル
に
さ
え
連
れ
て
行
け
ず
、
あ
や
し
い
薬
の
力
を

借
り
て
ま
で
も
、
自
分
達
の
城
に
連
れ
こ
ん
だ
と
い
う
男
心
に
だ
。

だ
か
ら
、
今
岸
子
に
騒
が
れ
事
を
大
き
く
す
る
と
、
警
察
沙
汰

に
な
り
女
に
訴
え
ら
れ
る
と
言
う
の
だ
。

そ
ん
な
馬
鹿
な
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
れ
ほ
ど
そ

の
女
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
全
く
岸
子

に
は
理
解
の
範
囲
を
超
え
る
話
だ
っ
た
。

あ
く
る
日
、
睡
眠
不
足
の
顔
を
し
た
化
粧
け
の
な
い
岸
子
は
、

拓
也
の
母
に
逢
っ
た
。

少
し
前
に
も
岸
子
は
、
こ
の
姑
に
、

「
拓
也
さ
ん
が
何
時
間
も
地
下
の
車
庫
で
携
帯
電
話
を
か
け
て
、

な
か
な
か
家
に
入
っ
て
こ
な
い
ん
で
す
け
ど
」

と
電
話
を
掛
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
そ
れ
は
女
じ
ゃ
な
い
の
」

姑
は
あ
っ
さ
り
言
い
切
っ
た
。
（
つ
づ
く
）

中
谷
衣
里
（
な
か
た
に
え
り
）

神
戸
市
生
ま
れ
。
神
戸
の
ト
ア
ロ
ー
ド
と
北
野

町
に
〃
サ
ン
ト
・
ノ
ー
レ
〃
（
フ
ラ
ン
ス
料
理
と

音
楽
の
店
）
を
永
年
営
業
す
る
。
阪
神
大
震
災

に
遭
い
一
時
期
声
を
失
う
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
て

雑
誌
や
新
聞
の
コ
ラ
ム
等
に
発
表
し
て
い
た
が
、

本
格
的
に
作
家
と
し
て
執
筆
活
動
に
入
る
。
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兵
庫
オ
ー
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
神
戸
に
み
る

神
戸
港
湾
活
性
の
新
た
な
道

理

』

窯』窯』匿雰墓
三

婆欝
。

読謬
理

①ずらりと並ぶ出品車両

好
調
の
波
に
の
る
中
古
車
業
界

各
業
界
が
不
況
の
波
に
も
ま
れ
る
中
、
活
気
あ
る
企

業
が
神
戸
港
に
進
出
し
て
き
た
。
昨
年
の
ｎ
月
に
新
港

東
埠
頭
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
Ｈ
Ａ
Ａ
（
兵
庫
オ
ー
ト
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
）
神
戸
」
は
西
日
本
最
大
の
規
模
を
誇
る

中
古
車
競
売
会
場
で
あ
る
。
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
週
に
一

度
土
曜
日
に
開
か
れ
、
今
で
は
出
品
台
数
が
３
０
０
０

台
を
超
え
る
日
も
出
て
き
た
。
東
京
や
名
古
屋
に
も
大

規
模
な
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場
は
あ
る
が
、
こ
の
Ｈ
Ａ
Ａ

神
戸
の
大
き
な
特
徴
は
、
同
じ
敷
地
内
で
移
動
せ
ず
に

出
品
車
両
の
全
て
を
品
定
め
で
き
る
点
で
あ
り
、
デ
ィ

ー
ラ
ー
に
と
っ
て
は
大
き
な
利
点
と
な
っ
て
い
る
。
今

年
の
８
月
に
は
現
在
の
１
．
５
倍
の
７
９
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
ま
で
に
敷
地
の
拡
大
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

広
大
な
敷
地
内
に
カ
ー
ト
を
巡
回
さ
せ
る
な
ど
移
動
対

策
が
考
え
ら
れ
て
い
る
．
成
長
の
著
し
い
背
景
に
は
高

速
道
路
、
新
幹
線
、
フ
ェ
リ
ー
な
ど
陸
海
空
の
交
通
が

整
っ
た
神
戸
の
立
地
条
件
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

ど
の
交
通
機
関
を
使
っ
て
も
来
場
し
や
す
く
、
全
国
各

地
か
ら
毎
週
１
２
０
０
社
を
超
え
る
会
員
が
集
ま
っ
て

く
る
。
ま
た
船
舶
が
埠
頭
に
接
岸
で
き
る
た
め
、
車
両

の
運
搬
を
考
え
て
も
便
利
な
土
地
で
あ
る
。

安
ら
ぎ
の
場
と
し
て

会
場
で
は
黄
色
い
ジ
ャ
ン
バ
ー
に
身
を
包
ん
だ
ス
タ

ッ
フ
が
明
る
い
笑
顔
と
さ
わ
や
か
な
声
で
迎
え
て
く

れ
、
活
気
あ
る
雰
囲
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
た
め
に
は
会
員
に
な
る

事
が
条
件
で
あ
り
、
会
員
は
ま
ず
メ
ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド

を
Ｐ
Ｏ
Ｓ
に
通
し
て
来
場
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
。

２
階
に
上
が
る
と
ず
ら
り
と
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
一
般
席

が
６
０
８
席
並
び
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
次
々
と
進
ん
で

い
く
。
各
席
に
設
け
ら
れ
た
モ
ニ
タ
ー
に
出
品
車
両
が

副Ｉ

掌ｌ
理■

撮
影
・
森
田
篤
志

角４
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ミミー

熱三三雪雲

② ①

映
し
出
さ
れ
、
手
元
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
で
入
札
す
る

こ
と
に
よ
り
、
約
姐
秒
間
に
１
台
の
割
合
で
落
札
さ
れ

て
い
く
。
午
前
９
時
頃
か
ら
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
始
ま
る

が
、
朝
の
６
時
頃
か
ら
下
見
に
訪
れ
る
バ
イ
ヤ
ー
会
員

も
少
な
く
は
な
い
・
出
品
店
か
ら
の
希
望
も
あ
る
の
で
、

全
車
両
が
落
札
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
制
約
率
は

約
帥
～
両
％
と
高
い
数
字
を
あ
げ
て
い
る
。

３
階
に
は
グ
リ
ー
ン
ル
ー
ム
と
し
て
２
０
０
席
が
用

意
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

先
月
の
実
績
の
優
良
業
者
の
み
。
一
般
席
よ
り
も
ゆ
っ

た
り
と
し
た
席
に
な
っ
て
お
り
、
食
堂
の
特
別
サ
ー
ビ

ス
な
ど
が
つ
い
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場
の
お
も
し
ろ
さ
と

し
て
浴
室
や
サ
ウ
ナ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
に
よ
る
「
癒
し
」

の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
げ
ら
れ
る
。
仕
事
の
疲
れ
か
ら
解
放

さ
れ
る
場
と
し
て
来
場
者
に
は
と
て
も
好
評
だ
。
他
に

も
出
品
・
落
札
し
た
会
員
へ
の
日
替
わ
り
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
や
、
月
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
イ
ベ
ン
ト
的
な
企
画

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
施
設
以

外
に
く
つ
ろ
ぎ
の
ス
ペ
ー
ス
が
多
く
設
け
ら
れ
て
お

り
、
会
員
同
士
が
自
然
と
語
り
合
え
る
情
報
交
換
の
場

に
も
な
っ
て
い
る
。
「
機
械
化
に
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
商
談
は
成
立
し
ま
す
が
、
ハ
ー
ト
を
も
っ
て
一
生
懸

命
お
迎
え
す
る
の
は
私
た
ち
人
間
で
す
。
こ
こ
を
支
え

て
い
る
の
は
人
と
人
と
の
信
頼
関
係
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
神
戸
市
の
再
開
発
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
埋
め
立

て
ら
れ
た
こ
の
広
大
な
土
地
を
、
私
た
ち
企
業
が
有
効

に
活
用
し
、
雇
用
促
進
に
結
び
つ
け
、
復
興
の
お
役
に

少
し
で
も
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン

バ
ー
に
自
ら
身
を
包
む
磯
部
日
出
男
社
長
の
話
を
聞
い

て
い
る
う
ち
に
、
「
心
」
の
大
切
さ
が
企
業
成
長
の
根

底
に
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
気
が
し
た
。
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ホテルオークラ神戸

特別観覧席で楽しむ｢み芯とこうべ海上花火大会」

神戸の夏の風物詩｢みなとこうべ海上花火大会｣が、今

年は「神戸まつり」最終日前夜の７月29日（土)２０:15～メ

リケンパーク沖で行われる。

たくさんの人と感動をともにするのもいいけれど、今

年は大切な人とちょっぴり優雅に花火を楽しみたいとい

う人におすすめのプラン。ホテルオークラ神戸の最上階

で賛沢なバイキングを楽しんだ後は、オークラ自慢の特

別観覧席でクライマックスの花火観賞を。

陽気なメキシカン音楽＆ダンスも楽しめる「花火観賞

バイキング＆ピバ！メキシコ2000」のプランも別にあり。

詳しくは問い合わせを。

～スターライト花火観賞バイキング～

日時／2000年７月29日(土）

バイキング18:00～20:００

花火観賞20:15～

会場／35階「スターライトラウンジ』

料金／お一人様15,000円

・小学生7‘０００円

・４～６歳3』000円（税･サ共）

＊ご予約の上、チケットをお買い求めください。

ご予約・お問い合わせ／

TEL,078-333-3521(直涌）

＊シヤトルパス運行中Ｉ

CＺＤＢ ……のE唖コミュニケーションサロン

nformqfion

☆「神戸っ子倶楽部｣では、ただいま法人。個人会
員を募集しています。

国会雪

神戸っ子倶楽部（法人会費）
月会費一口5,000円（但し、年会費として一括お支払いの
場合には、年会費60,000円のところ一ロ50,000円とさせてい
ただきます）

神戸っ子倶楽部（個人会費）／年会費10,000円

国特典
・会費の一部を文化催事などへの招待、もしくは優待による参加

費に充当します。

・会員のみなさんの情報を｢Members'News｣のコーナーで紹介
します。

・毎月ご希望の冊数の｢月刊神戸っ子｣を月10冊を限度にお届けし

ます。(法人会員のみ／個人会員は月１冊

神戸っ子倶楽部法人会員

アサヒビール㈱神戸支社淡路フェリーボート㈱㈱アンヌーヴオ今

啓パール㈱㈱オールスタイル総本社㈲オフィス・ノイエカワノ㈱

キリンビール㈱神戸支社神戸商工会議所㈱神戸新聞社神戸地下街

㈱㈱神戸風月堂（緋|'戸ポートピアホテル㈱神戸マツダモークース

沢の鶴㈱タカハシパール㈱田崎真珠㈱東亜外業㈱㈱ドンク㈱

みなと銀行バンドー化学㈱㈱ファミリア㈲芙蓮道㈱ホテルオー

クラ神戸三輪運輸工業㈱元町商店街連合会森真珠㈱ＵＣＣ上島

珊卵榊寄神建設㈱(50音順・平成12年６月15日現在）

☆定期購読をご希望の方はご連絡の上、年間購読料

6,000円を郵便局にてお振り込みください。

・郵便振替口座番号01160-2-45196

・加入者名有限会社月刊神戸っ子

■お申し込み・お問い合わせ先

㈲月刊神戸っ子「神戸っ子倶楽部／定期購読」係

SPECIALPREgElVT
<応募方法〉ハガキ又はＦＡＸに､①希望商品名②〒③住所④氏名⑤年齢⑥職業⑦電話番号

を明記の上、「月刊神戸っ子.７月号プレゼント」係までお送りください(締め切り日2000

年７月３０日)。なお、商品の発送をもって発表に代えさせていただきます。

1・神戸ポートピアランド入場券

ペア５組１０名様（１，４００円×巳相当）

いよいよ夏休み突入１カップルで、家

族サービスに、叫び声をあげて思いっき

りストレスを発散するなら、神戸ボート

ピアランドヘ。～7/１９(金)は土日祝の

み20:00まで営業(平日は１７:30まで)。

7/20(土>～8/31（木）は連日21:00まで

営業、毎夜、サマーナイトHANABlファ

ンタジーで盛り上がる。（8/12～8/１６は

21:30まで。お盆スーパーＨＡＮＡＢｌファ

ンタジーもある）

※いずれも１０:00開館

1．淡路花博「ジャパンフローラ２０００」入場券

ペア５組１０名様(ａｇｏ０円×２相当）

開幕以来、連日大人気の淡路花博

｢ジャパンフローラ2000｣。もう行

かれましたか？これからの季節は

暑くてちょっと…という方も案ず

るなかれ。

7/１（土)から9/３（日）は夜間特別

開園で、21230まで園内を散策でき

(入場は20:00まで)、ライトアップ

や花火など光の演出も楽しめる。

夕涼みをかねて出掛けよう！

読者のみなさんの身近なニュース、編集部へのご意見．ご感想をお待ちしています。

■㈲月刊神戸つ子〒650-0011神戸市中央区下山手通3-1-18ツインズトアビル4Ｆ

ＴＥＬ､０７８－３３１－２２４６ＦＡＸｏ０７８－３３１－２７９５
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ろん、その

場独特の空

気に触れら

れる魅力も

ある。ギャ

ラリー潮の

アットホー

ムでほのぼ

のした空気

を感じてほ

しい。

…北罰太i難皇

『

国内初の「オーベルジュ」として 神戸北野ホテル

み、鉢植えや花壇の草花が目に肱しい。

中庭を囲むようにして、フレンチレス

トランとダイニング・カフェの２つの

レストランがあり、宿泊客は朝食、夕

食時でどちらの雰囲気も楽しむことが

できる。総支配人兼総料理長の山口浩

さんは世界に名だたる名シェフ。料理

のすばらしさはお墨付き。

赤い械睦の敷かれた廊下を歩き客室

へ。３０の客室はツイン、ダブル仕様が

中心（ダブルl室19000円～)。木の美

しさがにじみ出た家具の多くはイギリ

スでの別あつらえだそう。猫足のバス

タブやアンティークラジオなどの格調

高いインテリアは、映画のワンシーン

のようで別世界に来てしまったような

うっとりとした陶酔感を味わえる。観

光客でなくとも、一度泊まってみた

い！という女性の声が聞こえてきそう

だ。ウェディングはぜひここで…とい

料理を中心とし、料理人の個性を反

映しつつ行き届いたサービスを旨とす

る小規模ホテルのことを「オーベルジ

ュ」という。震災後閉館していた「神

戸北野ホテル」は、国内で初めての都

市型オーベルジュとして新生、６月２

日にグランドオープンした。

丹念に手入れされた庭を愛でつつ、

ホテルに入りフロントを抜けると吹き

抜けの中庭へ。光がいつぱいに差し込

9零

赤れんがが目をひくイギリス様式のたたずまい

Ｉ

k一ノ うカップルに、ウェディングプランも

用意している。しかしまずは山口シェ

フのお料理を味わいに。神戸の新名所

として今後要チェックのスポットだ。

'’

１；

9４

■神戸北野ホテル

神戸市中央区山本通3-3-20

盆078-271-3711
ｋ

総支配人兼総料理長の山口浩シェフ（右)。
６月２日のオープニングレセプションにて

みんなが楽しむギャラリー ギャラリー灘

『

５月25日から30日まで、ギャラリー期

で柴崎エミ子さんの「やってもう展」

が開催された。もともと趣味でテディ

ベアなどのミニチュアづくりをしてい

た柴崎さんの初個展。「ドールハウスを

もっと庶民的に」して、紙粘土で小さ

な人形たちをつくった。細部まで手の

こんだメルヘンの世界あふれる作品ば

かりで作品展は大盛況だったそう。「作

品が売れてゆくときは自分の子どもを

お嫁に出すような気分であり、でもお

金で買えないものもたくさんいただい

た」と話した。今後は本格的に制作活

動の道に進む予定だ。

ギャラリー湖がオープンしたのは平

成元年。オーナーの西嶋玲子さんがめ

ざしたのは、誰でも気軽にギャラリー

を訪れることができるような、楽しい

展示がある場。展示物のジャンルにも、

プロでも趣味の人でも、自分がいいと

思うものならばギャラリーを提供して

きた。発表の機会が少ない現代美術作

家の作品展も企画、毎年の'恒例になっ

ている。そんなギャラリーづくりを続

け今年で12年目を迎えた。西崎さんの

思いは、明るくオープンなギャラリー

の雰囲気に表われている。ギャラリー

を提供する側も、展示する側もその雰

囲気と一体となっていて、道ゆく人々

もそれに惹かれてやってくる。

ギャラリーは作品を楽しむのはもち

通りに面していて､気軽にのぞく
ことができる

職
農
骨
｝

満
州
岬
詐
乳

郵
、
剛
剛
群
画
一
#|Ⅲ

鼠
１

↑紙粘土でつくられたミ

ニチュアドールのファミ

リー

→オーナーの西嶋玲子さ

ん（右）と柴崎エミ子さ
ん

■ギャラリー潮

神戸市中央区中山手通2-17-3

公078-242-7710

11：００～１８：００水曜休
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ﾌランス料理

坂のある町・散歩道

ＫＩＴＡＮ０

フグ

☆今回の取材先

“
画
碑
寺 E野おすすめＳＨＯＰお め

鵬嫁輔艇
ﾌランス料理

インターナショナルソーン
レストラン

グｰﾆｰ北野ゾｬﾝ･ﾑｰﾗﾝ
バールブランゾ

神戸市中央区山本通r7-11
コーナーハウスＤＯＢ１Ｆ

Ｔ五L､078-231-8220

神戸市中央区北野町2"-18

リンズギャラリーＢ１Ｆ

ＴＥＬ､0782422562

神戸市中央区北野mT2-16-8

TELO78-242-4188定休水
１１:30～１４:００１７:００～22:0０

ﾌランス料理 ilpOPT○ＶＥＱＤＥ
Ｍ刀VAC１尾ＩＮＡ

新ｲﾀﾘｱ料理ポルトヴェルデ

品Ｕｗｍ､ 0月$月BL月､唖ＣＬＵＢ
カサブランカ

神戸市中央区北野町31-6
ＴＥＬ､078241-0200

ＦＡＸ078戸222-0182

ホテルグラシドビスタ
イ､#戸･北野

神戸市中央区加納町2137

ＴＥＬ,078戸271-2111

神戸市中央区北野町1-5-7

TEL,078-2225123

11:30～１４:３０１７:30～21:3０

醜Ｉ
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～

〆

、
ノ

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
開
業
即
周
年

こ
の
夏
籍
多
彩
芯
イ
ベ
ン
ト
の
数
々
！

☆
デ
ィ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ

デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ

（
第
釦
回
神
戸
ま
つ
り
／
第
誕
回
全
日
本
デ
ィ
キ

シ
ー
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

・
７
月
お
日
（
日
）
開
演
把
的
～
受
付
把
加
～

・
お
一
人
様
１
４
０
０
０
円
（
ブ
ッ
フ
ェ
料
理
、

２
ド
リ
ン
ク
、
税
・
サ
込
）
昼
の
部
入
場
券
付

・
会
場
借
楽
の
問
（
本
館
Ｂ
１
Ｆ
）

昼
の
部
は
（
制
的
～
柏
的
）
借
楽
の
間
・
和
楽

の
間
（
本
館
Ｂ
１
Ｆ
）

・
出
演
予
定
ジ
ャ
パ
ン
・
オ
ー
ル
ス
タ
ー
・
キ
ャ
ッ
ッ

ロ
イ
ヤ
ル
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

碗
・
謂
削
か
職
唾
・
痔
Ⅱ
堕
鰐
テ
ル
．
チ

班
ケ
ッ
ト
ピ
ァ
・
口
Ｉ
ソ
ン
チ
ヶ
ッ
ト

需
糾
鯛
学
剛
餅
剛
Ⅵ
受
付
ｒ
釦
～

“
噸
謎
黙
罷
喰
料
理
翁
飲
〃

・
出
演
古
津
巌
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
榎
本
潤
（
ピ

ア
ノ
）
大
藤
桂
子
（
チ
ェ
ロ
）

・
チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
・
チ

ケ
ッ
ト
ピ
ア
・
Ｃ
Ｎ
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
・
ロ
ー
ソ
ン

チ
ケ
ッ
ト

副ａ
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プラザ

'一ベル

fカンバリー

KDBEj百店会

9７

、

写真左・メープルシロップが優しく香る「かえで」は、５層のスポ
ンジにイチゴを挟んで。右･インドネシア語で「チタチタ」は夏季
限定のマンゴーのムース、爽やかな味わい（各300円）

~与乞

〆

サ
・
ソ
・
ボ
ン
２
周
年

お
薦
め
の
サ
マ
ー
ケ
ー
キ
で
テ
ィ
ー
々
で
？
ム

元
町
通
の
路
地
に
あ
る
白
い
館
、
パ
テ
ィ
ス

リ
ー
「
サ
・
ソ
・
ボ
ン
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で

「
い
い
香
り
で
す
ね
」
の
意
味
を
込
め
た
ケ
ー

キ
シ
ョ
ッ
プ
＆
カ
フ
ェ
。
、
花
々
に
囲
ま
れ
て
の

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
疲
れ
た
足

を
休
め
、
心
や
す
ら
ぐ
ひ
と
と
き
を
与
え
て
く

れ
る
。人
気
の
秘
密
は
季
節
感
た
っ
ぷ
り
の
本
格
派

デ
ザ
ー
ト
、
そ
し
て
セ
ル
フ
な
ら
で
は
の
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
さ
で
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
が
な
ん
と
２

５
０
円
。
い
つ
訪
れ
て
も
新
製
品
が
並
ん
で
い

る
新
鮮
さ
は
、
「
来
る
度
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

砿
湖
維
謙
症
や
懸
灘
需
球
リ
シ
ー
。

ｅ
７
月
皿
日
に
は
２
周
年
を
迎
え
る
の
を
記
念

、
騒
騒
鞠
詰
螺
稽
諌
洋
剥
く

需
麺
鼎
癖
鐸
掴
翻
蜂
封
争
淋
吟
と

仰
〕
拍
的
～
伯
的
不
定
休

ブラザ西館

トピアホテル

吏裳店
算室

〆

「
Ｊ
Ｆ
Ｌ

云

B１とんかつ武蔵
Ｂ１亀井堂

Ｂ１ゴンチヤロフ
B1カスカード

1Ｆモロゾフ

2Ｆセリザワ

2Fアレックス

3Ｆコマツヤ

●三宮ターミナルホテ

１１Ｆベル

11Fゴンチャロフ

ｼャツ
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うまいもん＆Ｆリンキングｎｅｗｓ

ノ

生田ロード「もん」

副３

災
で
全
壊
し
た
も
の
の
、
幸
い
火
の
手
は
逃

れ
た
た
め
、
柱
や
梁
な
ど
は
昔
か
ら
の
も
の

を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
建
て
か
え
ら
れ
た
。
１

階
、
２
階
は
欧
風
で
シ
ッ
ク
な
内
装
だ
が
、

３
階
は
お
座
敷
で
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
や
す
き
や

き
が
い
た
だ
け
る
。
店
内
の
あ
ち
こ
ち
に
飾

ら
れ
た
、
先
代
の
蒐
集
し
た
古
い
看
板
も
楽

し
み
の
ひ
と
つ
。
机
や
イ
ス
、
ラ
ン
プ
な
ど

も
古
く
か
ら
の
も
の
で
味
が
あ
り
、
落
ち
着

い
た
店
内
は
そ
れ
だ
け
で
ご
ち
そ
う
。

ス
テ
ー
キ
、
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
、
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
は
約
如
種
類
で
、

「
す
べ
て
が
自
慢
料
理
。
す
べ
て
が
『
も
ん
』

の
顔
で
す
」
と
奥
さ
ま
。
特
製
と
ん
か
つ

（
１
６
０
０
円
）
は
、
「
早
く
で
き
て
、
食
べ

や
す
い
」
一
口
カ
ツ
に
自
家
製
ソ
ー
ス
が
か

か
っ
た
お
す
す
め
料
理
。

目
欧
風
料
理
「
も
ん
」

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
２
．
１
２
．
１
２

壷
０
７
８
．
３
３
１
．
０
３
７
２

洞
叫
叩
～
創
北
叩
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）

第
３
月
曜
休

、

書、

姪
つ
か
し
い
神
戸
の
味

欧
風
料
理
「
も
ん
」

昭
和
ｎ
年
の
創
業
以
来
、
変
わ
ら
ぬ
メ
ニ

ュ
ー
と
味
で
親
し
ま
れ
て
い
る
「
も
ん
」
・

生
油
錘
Ｆ
Ｊ
ド
に
面
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る

「
美
婦
貞
奇
」
の
看
板
も
変
わ
ら
な
い
。
震
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味
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
満
点
の

うまいもん＆バリンキングｎｅｗｓ －~

Ｉ
■
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
．
９
．
１

コ
ト
ブ
キ
馳
走
ビ
ル
－
Ｆ

壷
０
７
８
．
３
９
１
．
８
６
８
０

平
日
／
９
叩
叩
～
塑
皿
釦
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）

金
土
／
９
叩
叩
～
配
叫
的
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
）

無
休

ケ
ー
キ
は
ど
れ
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
。
一

番
人
気
は
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
（
５
５
０
円
）
・

注
文
し
て
か
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
焼
き
上
げ
ら

れ
、
ア
ッ
ア
ッ
が
い
た
だ
け
る
。
シ
ュ
ー
生

地
と
カ
ス
タ
ー
ド
、
新
鮮
フ
ル
ー
ツ
が
た
っ

ぷ
り
の
「
季
節
の
シ
ュ
ー
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
」

（
６
０
０
円
）
も
お
す
す
め
。
ケ
ー
キ
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
わ
り
に
お
値
段
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
で
甘
さ
も
ひ
か
え
め
な
の
で
、
デ
ィ
ナ
ー

後
の
デ
ザ
ー
ト
を
と
る
女
性
た
ち
で
夜
ま
で

賑
わ
う
の
も
う
な
ず
け
る
。
夏
限
定
の
さ
わ

や
か
ム
ー
ス
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
替
わ
る
フ
ェ

阪
急
三
宮
駅
北
で
各
国
料
理
が
立
ち
並
ぶ

「
コ
ト
ブ
キ
馳
走
ビ
ル
」
の
１
階
「
デ
ザ
ー

ト
ァ
ィ
ラ
ン
ド
」
。
昼
・
夜
と
も
に
賑
わ
う

喫
茶
店
だ
。

「
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
ｌ
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」

ア
メ
ニ
ュ
ー
も
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
。

ストロベリーとキウイのソース、カスタードクリーム

がおいしい「季節のフルーツタルトレット」（600円）

ミ ノ

Rmg
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◆各国料理

たじま牛と西村屋たじま路
懐石神戸市中央区鴨ﾄ涌７．１．２０

（２９１〉０２４６

出石蝋下町千人代官
神戸市中央区小野掘画７．１．１
日本生命三宮ビルＢ１Ｆ

（２３２〉３３５５

う毒いもの館西村屋熊内茶寮
神戸市中央区熊内町１．８．２３
グランドール熊内Ｂ１～Ｂ３Ｆ

（２３１）６７６７

鍋懐石暮六亭（くれむってい）
神戸市中央区磯辺通３．２．１７
ワールド三宮ビル10Ｆ
（２２２）９０６２

居酒屋割烹花隈成駒屋
本社・本店神戸市中央区花隈町
２３．２１（３４１）３３０２

チサン店神戸市中央区中町通
２．３．１（３７１)３１５０

日本料理楽珍
お食事処神戸市中央区北長狭通２．１２．１０

西村ビル３．４Ｆ
（３２１）５２００

ん
＆

ｽﾅｯｸ･酒延歌神戸ﾀー 坊の店
神戸市中央区中山手通１．９．
２４

カタオカビルＢ１Ｆ

〈３３２）５７５５

カクテルラウンジサヴォイ
モザイク店神戸市中央区東
川崎町１．６．１モザイク１Ｆ

（３６０）２５４５
三宮店神戸市中央区北長狭
通２．５．１７サンセット２１ビ

ル３Ｆ（３３１）２６１５

スナック珍地理屋
神戸市中央区中山手通１．２２。
１０象ビル1Ｆ

（２４２）０２８８

ジｬズﾗｳﾝジ神戸フアルバトロス
神戸市中央区中山手通１．
２２．１０象ビル2Ｆ

（２３１〉３３００

サロンマシュケナダ
神戸市中央区中山手通１．４．６
ユーベルビル4Ｆ

（３３１）５５８７

ｶｸﾃﾙパー馬車屋
神戸市中央区加納町４．９．

２９神戸エステートピル３Ｆ

（３３１）６８１４

ｽﾅｯｸ･唾ＳＴｌＬＬ

神戸市中央区中山手通２．

１０．２２伸野ピル３Ｆ

（地酒)〈２２２）３１８７

４Ｆ（スナック）（２２２）３１
８８

ｼヤンソンエトワ
神戸市中央区北長狭通２．５．

１７サンセット21ビル5F

（３３２）１７５５

パ‐トム・キャンティ
神戸市中央区加納町４．９．
１７幸田ビル1F

〈３３１）２１２２

スナック智恵子
神戸市中央区北長狭通２．
１１．５

グランドコーストビル２Ｆ202

（３３２）３８５６

スタンド>賓蝶
神戸市中央区北長狭通

１．２０．９館ピル１Ｆ

（３３１）２５６６

ラウンジＮｅｗＭｏｏｎ若杉
神戸市中央区下山手通
２．１．１３

第１３シヤルマンビルＢ１Ｆ

（３３１）９５３４

パ－ヘンリー
神戸市中央区北長狭通
１．３．１１

ノアールビルB1F

（３９１）２６８９

素舌洞でっさん
神戸市中央区北長狭通１．
５．１２（３３１）６７７８

スナックカ》しはら
神戸市中央区下山手通１．
１．１５束門ウイズビル５Ｆ
（３３１〉７８４０

吟甑ネ申戸。吟醸
神戸市中央区下山手通１．
１．１５束門ウイズビル２Ｆ

（３３１）７８４０

スナック蓮
神戸市中央区中山手通１．
１．２西田ビル3Ｆ

（３２１）２１７８

ビｱﾉパｰﾀﾄﾞポール
神戸市中央区加納町４．８．８
ニューカタオカビル４Ｆ

（３３３）１１９２

スナックノクターン
神戸市中央区加納町３．２‐８
第２扉港ビルＢ1-Ａ

〈３３４）３５１４

ジヤズパードルフィンクラブ、
神戸市中央区北長狭通２．１１。
５グランドコーストビル

（３３３〉７４１２

鍔-ﾁ蕊市中央区撫繍町牛ひ
２Ｆ７北野坂ＦＢＩピル2Ｆ

〈３９２〉０１５６

クラブ伽羅
神戸市中央区中山手通１．
５．６あざみビル１Ｆ

（３３２〉００２２

クラブあざみ
神戸市中央区中山手通１‘
５．６あざみビル２Ｆ

（３３２）２０２５

１００

◆STAND＆SＮ

割烹あさみ
寿司神戸市中央区元町通291

元町プラザ地下街

（３３１）３９２８

鮪料理↓こしうみ
一品料理神戸市中央区中山手通2-10-22

伸野ビル3Ｆ
（２２２）３２４１

北京料理龍鳳
神戸市中央区中山手通
４．１０．２５

（２２２）３７１５

広東料理神戸元町別館牡丹園
神戸市中央区元町通１．１１．３
（３３１〉５７９０．６６１１

上演風味料理蓮
神戸市中央区琴ノ砺者町５．４．５
三琴ビル２Ｆ

〈２４２）７８２８

ベーカリーサンマルク新神戸店
乃万ﾚｽﾄﾗﾝ神戸市中央区篭池通５．１

（２６１）０３０９

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

声
つ
幸
争
い
諺
もド
リ
ン
キ
ン
グ

AＣＫ

Uよう吾作
神戸市中央区元町２．７．２０

（３２１）０５３９

日太料理力》じき
神戸市中央区下山手通１５．１０。
１０１

（３３２）６０２９

てAぶら･鰯嘉天ふじ
神戸市中央区下山手通２．１１．

２４大棺ビル１Ｆ

（３９２）３６３０

青司又平
神戸市東瀞Iﾇ盃岡本２．７．３オ
ーキットコー卜右峯館ビル1Ｆ
（４５３）１８７７

農院きとリトリドリ
神戸市中央区北長狭通２．５．１
（３９１）３０２８

名{制岐うどんあこや亭
神戸市中央区旗塚通７．１．１
（２３２）２４００

日本料理７翠村
神戸市中央区加納町４．８．１９
（３３２）２２１０

山菜料理とろくだん
精進の店神戸市中央区琴胃緒町５．４．５

三琴ビル４Ｆ（２３１）０４０６
ハーバーランドモザイク店

神戸市中央区東川崎町１．６．１
（３６０）８４７６

か臆料理西村E言三宮店
神戸市中央1ﾇﾏ襟ｈ』通７．１．２０
（２３２）３６６３

◆日本料理

ﾌﾗﾝｽ料垣ﾝｸ岡本グﾙﾒ館シェ･ドンク
阪急岡本駅忘置すぐ
（４１２）４１８１

各国料理コトブキ馳走ビル
神戸市中央区北長狭通１．９．１
（３９１）８６８０

ステーキ五事
神戸市中央区元町通３．１４．１
（３３２）３２０１

西洋料理レストランソネ
神戸市中央区中山手通1.24.10
（２２１）２Ｏ５５

ﾒｷｼｺ料理ティファーナ
神戸市中央区中山手通１．２１．１３
（２４２）００４３

ｽﾃー ｷﾊｳｽグリル青山
神戸市中央区下山手通２．１４．５
（３９１）４８５８

ステーキ六段
神戸市中央区元町通３．８．４
（３３１）２１ｏ８

ドイツ料理ローテ・ローゼ、
Wblns1ube神戸市中央区北野町４．９．１４

（２２２）３２０O

韓国料理百う斉
神戸市中央区下山手通３．１．９
コスモビル１Ｆ

〈３９２)５４５８

ステーキ矛ロ黒（わっこぐ）
神戸市中央区中山手通１．２４．１
ヒルサイドテラス１Ｆ

（２２２）０６７８

ｽｲｽ凧汚ンぶはら
神戸市中央区三宮町２．２．２
杉本ビル２Ｆ
（３３１）１７３４

北京消夏ネ申仙閏
神戸市中央区下山手通２．１３．１
（３３１）１２６３

溢ｲﾄﾆﾗ；ＴＡＯシアター
神戸市中央区小野柄通６．１．９
富士ビルＢ１Ｆ
（２２２）２５５５

欧風料理もん
神戸市中央区北長狭通２．１２．
１２(生函前）

（３３１）０３７２．Ｏ３７３

広東料理中国>酉家
トアロード店神戸市中央区北
長狭通３．１２．１（３９１〉５５３
７

元町店神戸市中央区北長狭通

３．８．１〈３３２）５５９５

レストランパトリー
神戸市中央区二宮町４．２０．５
（ホテルピエナ神戸２Ｆ）
（２７２)１３１３

ｲﾀﾘ河糎ＴＡＮＴＯＴＡＮＴＯ
神戸市中央区港島中町６．８．１
ワールド本社ビル１Ｆ

（３０２）５３００

ステーキ伊藤
神戸市中央区礎脂通８丁目そご
うウイング６Ｆ

（２３２)３０３１

レストランハイウエイ
神戸市中央区下山手通２．１３．
７東昌ピル１Ｆ
（３３１）７６２２

◆喫茶。菓子

撫撫鰹墓冒蝋
（３９１）５４８５

ｹー ｷ喫茶アンテノールネ申戸店
神戸市中央区北長狭通１．１０．６

〈３３１〉８６４０

宮水のｺー ﾋにしむら劫ﾛ排店
中山手店神戸市中央区中山手
通１．２６．３

（２２１〉１８７２
三宮店ＪＲ三宮駅山側
（２４１）２７７７

センター街店神戸市中央区三
宮町1０．２７（３９１）０６６９
北野坂店神戸市中央区山本通

２．１．２０（２４２)２４６７
阪急前店三宮東口山側

（３３２)５７２７
ハーバーランド店

（３６０）１８０３

農茶英蔵l屋
センター街店センター街3丁目
（３９１）９００６
三宮店国際会鮭凍浜側

（２５１）４５６２
オーノッ吉三宮オーバ３Ｆ

（２９１〉２０３６
ダイエ一店ダイエー三宮駅前店
９Ｆ（２９１）８２９５

大丸神戸店大丸神戸6Ｆ
（３３３〉４０７８

zM]H淳門店劫IE非倶楽部
神戸市中央区東川崎町１．６．１
神戸ハーバーランド

ＭＯＳＡＩＣ(モザイク)１Ｆ
（３６０）Ｏ１５１

ﾌﾗﾝｽ菓子菓子ｓパトリー
神戸市中央区中山手通１．８．１６
（３９３）０２２２
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宝

宝

帽子マキシン
トアロード（３３１）６７１１

宝

用品

バﾝ･喫茶カスカード
さんプラザＢＦ

（３３１）９７３８

洋菓子西洋菓子処フーケ
フーケ庵（２２２)０７０７
元町店（３９２)Ｏ６７８

ｽｲｽ菓子ハイジ
本社（８２２)０８１２

純喫茶元町サントス
元町通２丁目（３３１）１０７９

美術陶磁器淡洲堂
センター街（３３１）８７５８

新古美術播新
元町通３丁目（３３１）２５１６

婦人服地シンワ
センター街（３３１）３ｏ９８

さんちか（３２１）５２５４

婦人服ベニヤ
本店（３３２)２１３５～６
さんちか店（３２１）２６７８

婦人服飾コマツヤ
センター街（３３１）１８３３
さんちか店（３９１）５２１７

かﾄｸ苑-ﾙ装苑
大丸前（３３１）７５５０

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
百
店
会

鱗潟嫌、‘‘，
ﾌｵﾄｽﾀｵ三宮写真室

ＮＨＫ放送局跡北隣り

（２４１）５５３０

◆美術･工芸品

今家具家庭・文化用品

お誹え｢欧風館｣OSHlBATA美容美容室エリザベス
紳士服元町通４丁目（３４１）１１６１ 三宮神社前（３３１）４９１７

美容みどり美粧院洋品雑貨サノヘ
生田神社前（３３４）１０７１元町通２丁目（３２１）１７１０

美容アレックス紳士服洋服の粋渡辺
トアロード（３９２）００１５国際会館南（２５１）８５０１
プロｺｽﾒｺﾛー ﾚ（３９３）７３３３

３７tｿ諸ＣＯＬﾓﾂズﾍｱビｽ(392)06657ﾚﾂｸｽｴｽﾃ(３９２）００１３
生田新道（３３１）２０２０

サンプラザ店（３９２）１７９３

今和洋料理
婦人'紳士セリザワ
服筋センター街、

大丸前（３９１）４６２４

ﾊﾝドﾂグｲｸｼﾏﾔ
ｱｸｾｻﾘー元町通1丁目（３３１）２４１５

；蝿リクロス
直輪入家具トアロード（３９１）１７８１

婦人紳士靴ョシォヵ
大丸前（３３１）５１９０

婦人服地マミー
さんちか（３２１）１３５８

ｻﾝプﾘﾂｸ（３３２)３２８０
本店（３２１）２２８８

婦人紳士靴クイン
中央区北長狭通2-3069トアロ

ード筋角（３９１）２５１１

子供服ファミリア
元町本店（３２１）２４６８

家具永田良介商店
大丸前（３９１）３７３７～９

玩具カメヤ
元町本店（３３１）００９O

さんちか（３９１）４０４５

カバン大上鞄店
元町通１丁目（３３１〉３９６２

メガネ服部メガネ店
大丸前（３３１）１１２３

W巻需インテリアイリフネ
カーペット灘六甲遁南（８５１）２８４１

家具メープルＦＵＪＩＹＡ
インテリアトアロード（３９１）０５３５

とんかつ武蔵
さんプラザ店（３９１）２４２７

三宮センター街2丁目本店

（３２１）０６３４－５

軽料理曲肖の壷
大丸本館北（３９１）１０３３

ﾌﾚﾝﾁ北野クラブ・
ﾚｽﾄﾗﾝ北野町1丁目（２２２)５１２３

：鱒瀧(3,,)…
ｲﾀﾘ癖サンミケーレ

ホテルモントレ神戸
（３９２）７１８０(直）

ﾌﾗﾝ舛糎エスカーレ
ホテルモントレアマリー

（３３４）１７１１（代）

懐石松廼家
matsunoyal917
神戸交通センタービル９Ｆ
（３３３）０６７８

1０１

'＠婦人洋装.

今東飾品

飾田崎真珠店
センター街〈３９１）４０８５

飾タジマ
元町通２丁目（３３１）５７６１

飾神戸ダイヤモンド
トアロード（３３１）２３９７

飾木下真珠
山本通１丁目（２２１）３１７０

飾森真珠
二宮町1丁目（２４１）２１２５

飾菊地宝飾
大丸前三宮神社東隣ルノ

（３３１）５４７６

飾今啓パール
山本通2丁目（２４２)３３９９

飾ジュエリー東亜
ﾄｱﾛー ド店（２２２)５０９８

大丸前店（３３３）１１２０

北野店（２２２）４３６６

ｵー ダー ﾒｲドテーラーァダムＧ
紳士服国際会館3Ｆ（２３１）３５７５

宝

画廊元町画廊。若木屋
元町通1丁目（３３１)２３５９

画林額縁末積製額
トアロード（３３１）１３０９

心紳士洋服・用品

|今和装･美容

衣裳中川衣裳店
センター街（３３１）５３３３

衣裳つるや衣裳店
大丸前（３２１）０３６０

きものとよさき
ジュエリー元町逓2丁目（３３１）２４３９

美容美容室エリザベス

今菓子・喫茶

渉謹駕顛裳…
宝

ﾒﾝー ズラピスジェイ三宮店
ブティック中央区二宮４．２１．３サンシヤ

イン三宮２番館１Ｆ
（２２２）４０６８

さんちか（３９１）３４５５

菓子工房サ。ソ・ボン
元町通3丁目（３２１）５２５０

バﾝｹｰｷドンク
喫茶センター街（３９１)５４８１～３

奇ｺし-紫モロゾフ
センター街（３９１）８７１８

さんちか（３９１）２１４６

ドｲﾂ菓子ニユーハイム
元町１番街（３３３）６８６８

洋菓子ザ・ヒロタ
元町通３丁目〈３９２)１２０１

洋菓子ユーハイムコンフエクト
熊内店（２３１）１４２８

菓子本高砂屋
元町通３丁目（３３１）７３６７

菓子･パﾝ神戸ベル
三宮センター街(３９２)０７８１

ﾁｮｺﾚｰﾄコスモポリタン
三宮京町筋（３３１）１２１７

瓦煎餅菊水総本店
楠公社正門前角(３８２)００８０

喫茶ＵＣＣカフェコンフォート
さんちか（３９１〉５６７７

ﾁｮｺﾚー ﾄづﾝﾁﾔﾛﾌ
ｷﾔﾝヂｲさんちか（３９１）３５６３

宝

|◆ホテル&商社
宝

観光旅館有馬温泉古泉閣
北区有馬町１４５５．１

（９０４）０７３１

宝

政府登録有馬温泉欽山
観光旅館北区有馬町１３０２．４

（９０４）０７０１

ホテルネ申戸ポートピアホテル
中央区港島中町６．１０．１

（３０２）１１１１

ホテル新神戸ｵﾘｴﾝﾀﾙﾎﾃﾙ
新神戸駅前（２９１）１１２１

ビールアサヒビーノレ
栄町通（３３３）１３０１

銀行さくら金艮行
本店浪花町(３３１）８１０１㈹

瀞蛤:JCI鼎蹴
あかふじ米株式会社神明

海岸通６丁目（３７１）２１３１

自動車ﾈ申戸いすぎ自動車
中央区雲井通４．２．２

（２３１）４１２１
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編
集
後
記

～月刊神戸っ子は下記の書店で～

●神戸市東灘区ｱｼｰﾈﾊｰバｰﾗﾝド店広文館書店プｯｸｽﾕｰﾄビﾌｱ野間店

ジュンク堂住吉店高橋書店ピブﾛｽジｴｰﾑｽ山ｻﾃｲ新鮮館伊丹店

甲南堂●神戸市兵庫区●神戸市北区●芦屋市

ＢＦ岡本ブックスキクスイジュンク堂神戸北町天久堂書店

ブックプラザ御影パルネット新開地店プｯｸｽｵﾘオン神戸店大利昭文堂

文学館深江駅前店前川書店かもめ書房谷上店●尼崎市

文学館六甲アイランド店なかやま書店アシーネ藤原台店新鮮館園田店

BOOKSYOURICプｯｸｽ花咲く街角湊川スター商会●明石市

ピブロス甲南山手サテイＢＯＯＫ'ＳＫＡＭＥＹＡブックプラザ谷上ビブロス明石サティ

エミール書房ブックマートTSUTAYA西鈴蘭台店ジュンク堂明石店

BOOKHOUSEJUNブックプラザ新神戸畠中書店●加古川市

●神戸市灘区●神戸市長田区宮脇書店神戸北店ブックスアルファ

灘宝文館書店本城新聞店●神戸市西区●姫路市

センチュリー書房三峰堂新長田ピフレ店ジュンク堂学園都市店ジュンク堂姫路店

ＢＦ王子公園ＴM長田ﾏｯｸｽｴﾝﾀｰプﾗｲ魂そごう●大阪市

TM神木上茂店TSUTAyA高速長田店ペレーネ紀伊圃犀書店梅田

●神戸市中央区ＴＭ高速長田ビブロス西神戸サテイジュンク堂大阪本店

宝文館●神戸市須磨区ブックバーン伊川谷プｯｸｽﾄﾜﾌ談新大掘吉

海文堂ビブロズ須磨友が丘、三田市●頁弱て都豊島区

丸善神戸元町店朝日屋横尾台ＺＩＰ三田店ジュンク堂池袋店

アシーネオーパ店流泉書房パテイオビブロス三田サテイリブロ池袋店

ジュンク堂三宮店新文堂●西宮市●ｱ露ﾐ都渋谷区

ジュンク堂サンパル店すま書房アイビー書房甲子園阪急ブックファースト

ブックスフジヤアシーネ板宿ビブロス西宮サティ●東京都千代田区

ジャパンブックスブックプラザ須磨華文堂書店害泉グランデ

ＢＦメトロこうべ●神戸市垂水区●宝塚市三信書店

朝日屋書店ポｰﾄｱｲﾗﾝ砿島津書店キリン堂書店宝塚●埼玉県

三宮ブックス（株)ﾏｯｸｴﾝﾀｦ・ﾗｲｽ明舞川瀬書店本店ブックデボ書楽

ラブリー元町アシーネ小束山店プｯｸｽﾕｰﾄビｱ中筋店

ホンジョウブックス香山書店●伊丹市

ふたぱ書房大丸神戸店日東館書林・垂水文学館伊丹ターミナル
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坂
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む
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、〆

お詫びと訂正
本誌６月号で以下の誤りがありました。ここに訂正する

とともに関係者の皆さまにご迷惑をおかけしたことを

深くお傭ぴいたします。

●（P､50）読売テレビ

イベント告知で開催日の曜日が正しく表記されていま

せんでした。

●（(P,87）写真説明

(誤）笹山市長

(正）貝原知事
、 ､ノ

慢
し
て
い
る
。
さ
て
神
戸
に
住
ん
で
６

年
、
日
本
一
は
な
い
け
ど
や
た
ら
自
慢

し
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
〈
石
塚
絢
子
〉

☆
「
夏
休
み
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
」
は
最
近

気
に
な
っ
て
い
る
言
葉
だ
。
む
か
し
は

こ
ん
な
言
葉
知
ら
な
か
っ
た
。
虫
に
刺

さ
れ
て
ば
か
り
い
た
。
今
年
こ
そ
夏
休

み
フ
ァ
ン
ク
ラ
プ
に
入
ろ
う
。
こ
れ
も

古
い
か
。
夏
休
み
へ
の
愛
と
絶
望
と
敬

意
を
込
め
て
。
含
幽
羽
朗
子
〉

☆
目
か
ら
う
ろ
こ
の
神
戸
発
信
の
美
容

雑
誌
リ
ァ
２
号
が
７
月
加
日
発
売
。
ロ

ー
ソ
ン
・
書
店
で
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

我
家
に
は
ま
る
ぽ
う
ず
頭
に
し
た
息
子

が
一
時
帰
国
。
こ
の
夏
は
、
タ
イ
ガ
ー

大
越
、
マ
イ
ク
ス
タ
ー
ン
、
ゲ
ー
リ

ー
・
パ
ー
ト
ン
な
ど
の
バ
ー
ク
リ
ー
旋

風
が
神
戸
で
吹
き
あ
れ
る
。
今
小
泉
昭
》
態

お知らせ

｢サイバーシテイー神戸」のホームページで
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デザイン

西真有美
奥下あゆみ
古賀佐和子

別冊編集長

小泉昭子

☆
神
戸
ま
つ
り
が
第
鋤
回
を
迎
え
る
。

７
月
即
日
の
海
の
記
念
日
か
ら
、
７

月
釦
日
の
メ
イ
ン
パ
レ
ー
ド
ま
で
Ⅲ
日

間
に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
月
刊
神
戸

っ
子
サ
ン
パ
チ
ー
ム
も
、
神
戸
カ
ー
ニ

バ
ル
の
前
年
か
ら
だ
と
弱
年
も
、
日
伯

親
善
を
機
に
続
い
て
い
る
。
今
年
も
サ

ン
バ
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
１
．
今
小
泉
韮
書
哲
子
〉

☆
弱
年
ぶ
り
に
南
北
朝
鮮
の
ト
ッ
プ
会

談
が
実
現
し
た
・
神
戸
に
は
在
日
朝

鮮
・
韓
国
人
が
多
く
住
ん
で
い
る
。
こ

の
会
談
は
彼
ら
に
と
っ
て
も
、
大
き
な

慶
び
で
あ
ろ
う
。
隣
国
の
動
静
は
、
神

戸
市
民
に
と
っ
て
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
。

今
後
の
推
移
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

今
隆
井
裕
勝
〉

発行人

小泉美喜子

編集長

佐井裕勝

月
刊
神
戸
っ
子
は
左
記
で
も
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す

[０mg

月刊神戸っ子の定期購読

をご希望の方は年間購読

料ＳＯＯＯ円を郵便局にて

お振り込み下さい

・郵便振替口座番号

Ｏ１１ＳＯ－２再４５１９ｓ

・加入者名

有限会社月刊神戸っ子

☆
夏
だ
！
祭
り
だ
Ｉ
ビ
バ
２
０
０
０
Ｉ

寺
門
孝
迄
先
生
が
描
い
た
神
戸
ま
つ
り
の

ポ
ス
タ
ー
の
原
画
が
素
敵
で
す
。
永
田
萌

先
生
の
表
紙
絵
が
美
し
い
ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ

ー
ラ
２
０
０
０
と
神
戸
・
淡
路
の
観
光
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
「
淡
路
花
博
・
花
散
歩
」
は
、

月
刊
神
戸
っ
子
サ
ン
パ
チ
ー
ム
お
す
す
め

の
一
冊
。

〈
矢
島
潤
〉

☆
メ
イ
ル
付
携
帯
電
話
に
持
ち
か
え
て

も
、
筆
無
柿
は
や
は
り
メ
イ
ル
無
輔
で

あ
る
。
社
会
人
、
結
婚
と
ス
テ
ッ
プ
を

踏
む
度
に
淋
し
く
な
る
人
間
関
係
を
、

何
年
か
ぶ
り
の
暑
中
見
舞
で
取
り
戻
そ

う
と
す
る
。
〈
宇
都
宮
さ
え
こ
〉

☆
初
め
て
間
近
で
見
た
富
士
山
は
悼
大

で
や
っ
ぱ
り
日
本
一
の
山
だ
っ
た
。
日

本
一
と
い
え
ば
、
滋
賀
出
身
の
私
は
琵

琶
湖
を
（
心
の
中
で
は
）
お
お
い
に
自

副編集長

矢島潤

編集・営業

宇都宮さえこ
石塚絢子
鳥羽朗子

ハ
イ
ジ
水
道
筋
店

気
ま
ぐ
れ
カ
モ
メ

ス
テ
ー
キ
青
山

２０００年B月号予告

＜特集＞

第24回井植文化買発表

兵庫県内に在住、もしくはゆかりのある個人・

団体の功績を顕彰する「井植文化賞｣。今年も、

文化芸術（詩）・科学技術・社会福祉・地域活

動・報道出版・国際交流の６部門の受賞者を発

表します。

＜好評連載中＞

｢竹久夢二四つの恋のものがたり」中右瑛

｢ミステリーグルメ神戸篤」ウドノ葉生子

｢異端の蓄蔵｣中谷衣里
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新
感
覚
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
。
サ
ー
カ
ス びきり楽しい夢の世界。

台芸術の手法を融合させ

会 員
募集中

期Ｉ■』

Ｓ ＯＧＯＰＯｌＮＴＣＡＲＤ

耐■1石tﾖ昌下Ｅｆ』V4L竜宝１１１画1日

ポイントを集めるとお買い物券をプレゼント◎

そごうボイントカード
腰蚤＝

墨銅fiW謡:鋤
も･い､1LL学．凡.‘-＝

お買い上げ１０口円につき７％のポイントが付きます。
ご奉仕品､食料品は2％｡※生鮮食料品､酒類など一部除外品もございま説

ポイントがつくのは翌月一回払いのみで宝

ポイントを集めると､<そごう>のお買い物券をプレゼント。
ａ□００ポイントごとにaOOO円分のそごうポイント券(お買い物券)と交換いたしま説

ご入会から一年間は年会費無料。
次年度からも300円(税別)と、とてもお得で式

ご来店いただくだけで１０ポイント進呈。
家族会員カードを含む一口座につき､１日１回限り。

次年度より年間お買い上げ額に応じて、
ﾌ％から最大１０％までポイントがアシ弐

侭

ｂ
ｈ 【.］

1．．
ホ

邸冬,

ご奉仕品､食料品は2年目以降も２％です。

※運転免許証などこ本人さまを証明できるものと､銀行お届け出印・口応番号控えをご持参ください。
※密査により､お申し込みのご希望に添えない場合もございますのであらかじめご了承ください。

この街五皆さまとともに‘

這
つ
廻

涯
鞄
儒②

廟

お申し込みはそごうボイントカードカウンター[本館９階］

た、鴨,寧呼,評’
’13:301●｜・，．，
il6BOl●｜⑤，，

、

ス
リ
ル
と
感
動
、
夢
に
あ
ふ
れ
た

読売テﾚ庭〔④

鰯

一
Ｕ
迦
這
，
鞠
：
：
．

ミュージカル

さまざまな舞

とびきり楽し’

刀Ｚ1国しＺ3回
神戸ﾜｰﾙド記憲ホール
前売S¥4,500Ａ¥4,000Ｂ¥3,000

（S席･AEWは脂定席､Ｂ席は自由席｡3銭以上割斗･税込）

神戸国際会館PG冠O7B-230-3300
チケットぴあａＯ６－６Ｂ６Ｂ－ｇｇｇｇ

ｐ－ソンチケット恋ＯＳ－Ｓ３Ｂ７－１ｇＯＯ

ＣＮプレイガイド途Ｏ６－６７７６－１１ｇｇ
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